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固定資産土地現況課税

◎平成2年度の申込みは
　12月末　までにお願いします
　先月号でお知らせしましたが、固定資産税

の土地現況課税を平成2年度も引き続き実施

　先月号でお知らせしましたが、固定資産税

の土地現況課税を平成2年度も引き続き実施

します。

　今年申告されなかった方は是非、来年度分

として申告され、確認を受けるようにお勧め

します。
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薪潜麟翻
勘マ，

講穫織望鷲鰐．、2擬
すべり台で遊んでいるζころ

▼
1
1
月
の
で
き
ご
と

2
日
　
子
育
観
音
地
蔵
尊
建
立

　
　
（
水
梨
）

23　20　17　15　13　12　9　　8
1ヨ　 日　 1三］　止 ヨ　11　11　rヨ　1三1

議
会
建
設
委
員
会

〃
総
務
民
生
委
員
会

町
ピ
ン
ポ
ン
大
会

議
会
産
業
経
済
委
員
会

冬
期
保
安
要
員
打
合
せ
会

町
例
月
監
査

除
雪
総
代
会
（
セ
ン
タ
ー
）

郡
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
ル
大
会

26
H
　
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

　
　
会
（
六
人
制
）

3
1

▼
1
2
月
の
予
定

754日日H
2114
日　日

松
里
か
ん
ば
い
委
員
会

民
生
委
員
会

会ス
キ
i
場
安
全
祈
願
祭

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
予
定
）

（
詑
日

編
集
後
記

「
十
一
月
中
に
は
雪
が
降
ら
な
い

の
で
は
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
二

卜
九
H
の
夜
か
ら
本
確
的
な
雪
。

あ
わ
て
て
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
換
え

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
年
も
小
雪
な
冬
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　
一
九
八
九
年
も
残
す
所
二
十
日

ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
一
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
年
で
し
た
か
？
悪
か
っ
た

と
い
う
人
は
、
来
年
の
午
年
（
う

ま
ど
し
）
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始
、
飲
み
過
ぎ
、
食

べ
過
ぎ
、
交
通
事
故
に
十
分
注
意

し
て
、
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

十
二
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
』
一
、
九
三
九
（
▲
四
）

　
男
／
一
、
九
三
〇
（
一
）

　
女
／
二
、
O
O
九
（
▲
五
）

世
帯
数
／
一
、
一
九
一
（
▲
一
）

（
）
内
は
十
一
月
一
H
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
二
月
号

平
成
元
年
十
二
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
奮
六
±
士
二

編
集
／
議
会
事
務
局
．

広報

1ggo1月号（Nα167）

轟、

齢

蔭
轟
、

』義ヅ

・諮費♂

　ズ

簿

～
，

も
5
⊃
き
窓
旨

　
　
｛

　
　
ノ

轟
．

　
　
ψ義

窟
　

　
　
鑑
評
r

蹄
樹
瀦

’
騨

．
帰
縛
、

待ちの長い行列

新
繊
猛
さ
い
ま
す

幾
瞬
羨
灘

　
　
蓉
ま
詮
な
v
ー

撫
難
醤
葉

　
　
来
る
程
好
評
で
し
た



ー
O
專
ー

徽龍辮あけまして
懸驚おめでとうございます

”
孔
子
”
を
読
ん
で

　
一
九
九
〇
年
、
、
今
年
は
午
年
で

あ
る
。
一
九
二
四
年
生
ま
れ
の
私

は
生
月
九
月
が
来
る
と
、
正
に
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
そ
　
し

齢
六
十
六
歳
と
な
り
六
十
路
も
半

ば
を
越
え
る
。

　
十
五
年
前
、
初
当
選
の
広
報
新

年
号
に
私
は
”
初
夢
”
と
題
し
て
、

真
冬
の
中
原
の
道
路
が
黒
々
と
除

雪
さ
れ
て
路
面
を
表
し
、
そ
れ
が

白
一
色
の
周
囲
に
美
し
い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
と
な
っ
て
脳
裏
に
焼
き
つ

い
て
い
る
夢
を
見
た
と
書
い
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　
当
時
は
三
十
六
集
落
の
う
ち
、

無
舗
装
集
落
が
確
か
二
十
四
集
落

あ
り
、
私
は
先
ず
全
集
落
内
舗
装

を
計
画
し
、
そ
れ
も
中
原
・
田
麦

立
・
東
山
等
の
奥
地
か
ら
手
を
つ

け
た
の
で
あ
る
。
夢
は
正
夢
、
必

ず
実
現
す
る
し
実
現
さ
せ
て
み
せ

る
と
言
う
気
負
い
が
そ
の
頃
は
あ

松之山町長

村山政光

っ
た
し
、
毎
日
が
張
り
切
っ
て
い

た
。
そ
し
て
今
は
…
…
。
尚
い
く

つ
か
の
夢
は
今
も
あ
る
が
、
そ
の

夢
は
次
の
世
代
の
人
々
が
実
現
し

て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
よ
う

に
変
わ
っ
た
が
、
こ
れ
が
歳
月
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
近
井
上
靖
の
小
説
“
孔
子
”

を
読
ん
で
い
く
つ
か
の
面
白
い
詞

を
知
っ
た
。

　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
こ
と

　
1
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き

か
、
書
夜
を
舎
（
お
）
か
ず
ー

　
お
そ
ら
く
孔
子
が
愛
弟
子
子
路

や
顔
回
に
先
立
た
れ
た
時
、
あ
る

大
河
の
ほ
と
り
で
得
た
感
慨
で
あ

ろ
う
と
思
う
が
、
人
の
流
れ
も
河

の
流
れ
と
同
じ
く
時
々
刻
々
、
戦

乱
の
時
も
あ
れ
ば
大
災
害
に
遭
う

こ
と
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
支

流
を
集
め
て
大
き
く
な
っ
て
行
く
。

　
現
職
の
首
相
が
三
人
も
年
間
に

代
り
、
福
田
・
鈴
木
・
田
中
の
元

首
相
が
夫
々
引
退
を
表
明
し
、
美

空
ひ
ば
り
が
死
に
、
田
川
水
泡
が

死
に
暮
近
く
な
り
開
高
健
が
死
ん

だ
。
君
知
事
も
逝
き
、
そ
し
て
何

よ
り
も
昭
和
天
皇
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
平
成
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
片
や
幅
員
が
広
が
り
、
ト
ン
ネ

ル
が
通
じ
人
の
流
れ
が
激
し
く
な

り
物
流
も
加
わ
る
。
情
報
化
時
代
、

国
際
化
時
代
な
ど
と
い
う
言
葉
も

他
人
事
で
な
く
な
る
。
そ
れ
は
ま

さ
に
人
類
の
歴
史
で
あ
り
、
松
之

山
町
の
歴
史
で
も
あ
り
、
書
夜
を

お
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
私
は
も
う

一
つ
の
別
の
意
味
で
お
面
白
い
孔

子
の
詞
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
“
そ
の
人
と
な
り
や
、
慎
り
を

発
し
て
食
を
忘
れ
、
楽
し
ん
で
以

て
憂
い
を
忘
れ
、
老
い
の
ま
さ
に

至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
卯

　
孔
子
は
こ
う
言
っ
て
自
己
紹
介

し
、
少
し
間
を
置
い
て
、
余
は
ま

さ
し
く
こ
う
し
た
人
間
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
の
人
間
で
も
な
け
れ

ば
、
こ
れ
以
下
の
人
問
で
も
な
い
、

い
い
気
な
も
ん
で
自
分
の
老
い
さ

え
忘
れ
て
し
ま
う
と
言
っ
た
と
か
。

読
ん
で
い
て
私
は
、
何
ん
だ
孔
子

も
私
と
大
同
小
異
で
は
な
い
か
と

思
わ
ず
ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　
“
朝
（
あ
し
た
）
に
道
あ
る
を
聞

か
ば
、
夕
（
ゆ
う
べ
）
に
死
す
と
も

可
な
り
”
は
有
名
な
論
語
の
一
節

で
す
が
、
こ
れ
で
は
私
達
凡
人
は

つ
い
て
行
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

併
し
”
老
い
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と

す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
”
は
嬉
し

い
言
葉
で
す
。

　
若
い
青
年
男
女
の
諸
君
、
今
年

も
私
と
一
諸
に
語
り
、
一
諸
に
飲

ん
で
く
だ
さ
い
。
私
と
腕
を
組
ん

で
歩
く
こ
と
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
の

そ
れ
と
違
い
、
私
が
転
ぶ
の
を
さ

け
る
為
の
気
配
り
で
あ
っ
て
も
、

ま
た
、
私
と
一
諸
に
飲
む
の
は
君

達
の
心
優
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
、
私
は
喜
ん

で
お
つ
き
合
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
し
て
お
互
い
夢
を
語
り
合
い
、

出
来
た
ら
私
の
夢
を
実
現
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
ま
だ
い
い
年
を
し
て
”
老

い
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と
す
る
”
を

知
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
一
方

で
は

　
“
逝
く
も
の
は
斯
の
如
き
か
、

書
夜
を
舎
か
ず
”
と
し
み
じ
み
思

う
よ
う
な
馬
齢
を
数
え
ま
し
た
。

　
ヶ
ま
年
に
幸
あ
れ
！

●

ふ
る
さ
と
創
生

　
　
　
　
一
億
円
の
使
い
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
方
向
決
定
）

　
使
い
み
ち
に
つ
い
て
は
提
案
さ
れ
た
内
容
を
検
討

し
、
次
の
三
つ
に
つ
い
て
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
、
老
人
健
康
対
策
基
金

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
資
金
）

二
州
人
材
育
成
：
：
前
項
の
老
人
健
康
対

　
策
基
金
利
子
を
運
用
す
る
。

三
、
温
泉
掘
削
　
　
　
　
　
　
　
・

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
“
ふ
る
さ
と
創

生
一
億
円
の
使
い
み
ち
”
は
、
去

る
十
二
月
二
十
六
日
、
町
役
場
で

十
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
会

で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
に
町
長
村
山
政
光

が
選
出
さ
れ
、
六
団
体
ほ
か
三
十

八
名
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
二

三
件
の
内
容
を
審
査
い
た
し
ま
し

た
。　

は
じ
め
に
町
長
か
ら
、
ふ
る
さ

と
創
生
交
付
金
は
昭
和
六
十
三
年

度
二
千
万
円
、
平
成
元
年
度
八
千

万
円
、
合
せ
て
一
億
円
交
付
さ
れ

た
が
、
国
で
は
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、

平
成
二
年
度
も
交
付
さ
れ
る
見
込

み
も
含
め
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
旨
提
案
さ
れ
、
審
査
の
進
め
方

に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
提
案
さ
れ
た
も
の
を
次

の
五
つ
の
区
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
で
良
い
提
案
を
選
び
表

賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
賞
者
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
り
、
後
日
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
又
、
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案

を
い
た
だ
い
た
方
に
ア
イ
デ
ア
賞

を
贈
る
こ
と
と
し
、
提
案
者
全
員

に
参
加
賞
を
贈
る
事
に
な
り
ま
し

た
。◎

ふ
る
さ
と
創
生
ア
イ

　
テ
ア
を
提
出
さ
れ
た

　
皆
さ
ん
（
順
不
同
）

▽
松
之
山
町
野
鳥
愛
護
会
（
村
山

　
健
・
高
橋
明
夫
・
高
橋
良
一
・

　
外
賛
同
者
多
数
）

▽
浦
田
地
区
体
育
協
会
　
▽
豪
雪

塾
　
▽
一
輪
会
（
若
妻
会
）
代
表

村
山
は
る
い
　
▽
社
会
教
育
係

▽
公
民
館
職
員
一
同
　
▽
村
山
祐

一
（
観
音
寺
）
▽
山
口
清
治
（
湯

之
島
）
▽
佐
藤
正
徳
（
天
水
越
）

▽
区
　
分

一
、
高
齢
者
健
康
対
策

二
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

三
、
地
下
資
源
の
開
発

四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

五
、
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
を

　
　
含
め
た
）

◎
ア
イ
デ
ア
賞
は
次
の

　
　
二
つ
に
贈
ら
れ
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

o
須
山
境
沢
に
霊
園
造
成

O
雪
の
中
の
寅
さ
ん
、
ウ
ィ
ー
ン

　
か
ら
松
之
山
へ
映
．
画
づ
く
り

▽
高
橋
　
修
（
横
浜
）
▽
村
山
正

英
（
橋
詰
）
▽
高
橋
キ
シ
（
松
口
）

▽
下
坂
正
司
（
水
戸
市
）
▽
久
保

田
光
栄
（
天
水
島
）
▽
山
岩
石
松

　
（
新
山
）
▽
天
水
越
J
・
K

▽
村
山
邦
一
（
橋
詰
）
▽
村
山
キ

ン
（
橋
詰
）
▽
高
沢
郁
男
（
北
浦

田
）
▽
竹
内
茂
俊
（
豊
田
）
▽
高

橋
忠
則
（
十
B
町
市
）
▽
相
沢
一

郎
（
松
之
山
）
▽
小
野
塚
与
芳
（
橋

詰
）
▽
小
野
塚
一
栄
（
松
之
山
）

▽
高
橋
寛
一
（
松
口
）
▽
福
原
滋

．
（
天
水
越
）
▽
保
坂
美
智
男
（
豊

田
）
▽
南
雲
　
武
（
松
之
山
）

▽
小
口
彦
三
郎
（
松
之
山
）
▽
津

端
和
栄
（
光
間
）
▽
草
村
好
信
（
黒

倉
）
▽
柳
　
能
弘
，
（
松
代
町
）
▽

保
坂
諭
祐
（
松
口
）
▽
田
辺
久
子

（
松
口
）
▽
小
野
塚
光
枝
（
松
之

山
）
▽
滝
沢
淳
子
（
松
之
山
）
▽

小
口
成
一
（
松
之
山
）
▽
高
橋
順

子
（
天
水
島
）
▽
佐
藤
　
功
（
天

水
越
）
▽
津
端
正
子
（
松
之
山
）

▽
吉
川
雄
一
（
松
口
）
．

　
以
上
、
六
団
体
・
三
十
八
名

◎
ふ
る
さ
と
創
生
提
案

　
　
審
査
委
員

▽
町
長
　
村
山
政
光
　
▽
助
役

田
辺
誠
二
　
▽
佐
藤
利
幸
（
天
水

越
）
▽
村
山
里
志
（
赤
倉
）
▽
山

岸
石
松
（
新
山
）
▽
飯
塚
哲
郎
（
豊

田
）
▽
小
野
塚
良
雄
（
上
蝦
池
）

▽
福
原
　
豊
（
湯
本
）
▽
相
沢
正

平
（
小
谷
）
▽
加
藤
宏
一
（
松
之

山
中
学
校
長
）
　
以
上
十
名

　
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
何
回
か
に
分
け
て
広
報

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
忙
が
し
い
中
ご
提
案
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●、



ー
O
專
ー

徽龍辮あけまして
懸驚おめでとうございます

”
孔
子
”
を
読
ん
で

　
一
九
九
〇
年
、
、
今
年
は
午
年
で

あ
る
。
一
九
二
四
年
生
ま
れ
の
私

は
生
月
九
月
が
来
る
と
、
正
に
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
そ
　
し

齢
六
十
六
歳
と
な
り
六
十
路
も
半

ば
を
越
え
る
。

　
十
五
年
前
、
初
当
選
の
広
報
新

年
号
に
私
は
”
初
夢
”
と
題
し
て
、

真
冬
の
中
原
の
道
路
が
黒
々
と
除

雪
さ
れ
て
路
面
を
表
し
、
そ
れ
が

白
一
色
の
周
囲
に
美
し
い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
と
な
っ
て
脳
裏
に
焼
き
つ

い
て
い
る
夢
を
見
た
と
書
い
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　
当
時
は
三
十
六
集
落
の
う
ち
、

無
舗
装
集
落
が
確
か
二
十
四
集
落

あ
り
、
私
は
先
ず
全
集
落
内
舗
装

を
計
画
し
、
そ
れ
も
中
原
・
田
麦

立
・
東
山
等
の
奥
地
か
ら
手
を
つ

け
た
の
で
あ
る
。
夢
は
正
夢
、
必

ず
実
現
す
る
し
実
現
さ
せ
て
み
せ

る
と
言
う
気
負
い
が
そ
の
頃
は
あ

松之山町長

村山政光

っ
た
し
、
毎
日
が
張
り
切
っ
て
い

た
。
そ
し
て
今
は
…
…
。
尚
い
く

つ
か
の
夢
は
今
も
あ
る
が
、
そ
の

夢
は
次
の
世
代
の
人
々
が
実
現
し

て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
よ
う

に
変
わ
っ
た
が
、
こ
れ
が
歳
月
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
近
井
上
靖
の
小
説
“
孔
子
”

を
読
ん
で
い
く
つ
か
の
面
白
い
詞

を
知
っ
た
。

　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
こ
と

　
1
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き

か
、
書
夜
を
舎
（
お
）
か
ず
ー

　
お
そ
ら
く
孔
子
が
愛
弟
子
子
路

や
顔
回
に
先
立
た
れ
た
時
、
あ
る

大
河
の
ほ
と
り
で
得
た
感
慨
で
あ

ろ
う
と
思
う
が
、
人
の
流
れ
も
河

の
流
れ
と
同
じ
く
時
々
刻
々
、
戦

乱
の
時
も
あ
れ
ば
大
災
害
に
遭
う

こ
と
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
支

流
を
集
め
て
大
き
く
な
っ
て
行
く
。

　
現
職
の
首
相
が
三
人
も
年
間
に

代
り
、
福
田
・
鈴
木
・
田
中
の
元

首
相
が
夫
々
引
退
を
表
明
し
、
美

空
ひ
ば
り
が
死
に
、
田
川
水
泡
が

死
に
暮
近
く
な
り
開
高
健
が
死
ん

だ
。
君
知
事
も
逝
き
、
そ
し
て
何

よ
り
も
昭
和
天
皇
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
平
成
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
片
や
幅
員
が
広
が
り
、
ト
ン
ネ

ル
が
通
じ
人
の
流
れ
が
激
し
く
な

り
物
流
も
加
わ
る
。
情
報
化
時
代
、

国
際
化
時
代
な
ど
と
い
う
言
葉
も

他
人
事
で
な
く
な
る
。
そ
れ
は
ま

さ
に
人
類
の
歴
史
で
あ
り
、
松
之

山
町
の
歴
史
で
も
あ
り
、
書
夜
を

お
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
私
は
も
う

一
つ
の
別
の
意
味
で
お
面
白
い
孔

子
の
詞
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
“
そ
の
人
と
な
り
や
、
慎
り
を

発
し
て
食
を
忘
れ
、
楽
し
ん
で
以

て
憂
い
を
忘
れ
、
老
い
の
ま
さ
に

至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
卯

　
孔
子
は
こ
う
言
っ
て
自
己
紹
介

し
、
少
し
間
を
置
い
て
、
余
は
ま

さ
し
く
こ
う
し
た
人
間
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
上
の
人
間
で
も
な
け
れ

ば
、
こ
れ
以
下
の
人
問
で
も
な
い
、

い
い
気
な
も
ん
で
自
分
の
老
い
さ

え
忘
れ
て
し
ま
う
と
言
っ
た
と
か
。

読
ん
で
い
て
私
は
、
何
ん
だ
孔
子

も
私
と
大
同
小
異
で
は
な
い
か
と

思
わ
ず
ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　
“
朝
（
あ
し
た
）
に
道
あ
る
を
聞

か
ば
、
夕
（
ゆ
う
べ
）
に
死
す
と
も

可
な
り
”
は
有
名
な
論
語
の
一
節

で
す
が
、
こ
れ
で
は
私
達
凡
人
は

つ
い
て
行
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

併
し
”
老
い
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と

す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
”
は
嬉
し

い
言
葉
で
す
。

　
若
い
青
年
男
女
の
諸
君
、
今
年

も
私
と
一
諸
に
語
り
、
一
諸
に
飲

ん
で
く
だ
さ
い
。
私
と
腕
を
組
ん

で
歩
く
こ
と
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
の

そ
れ
と
違
い
、
私
が
転
ぶ
の
を
さ

け
る
為
の
気
配
り
で
あ
っ
て
も
、

ま
た
、
私
と
一
諸
に
飲
む
の
は
君

達
の
心
優
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
、
私
は
喜
ん

で
お
つ
き
合
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
し
て
お
互
い
夢
を
語
り
合
い
、

出
来
た
ら
私
の
夢
を
実
現
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
ま
だ
い
い
年
を
し
て
”
老

い
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と
す
る
”
を

知
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
一
方

で
は

　
“
逝
く
も
の
は
斯
の
如
き
か
、

書
夜
を
舎
か
ず
”
と
し
み
じ
み
思

う
よ
う
な
馬
齢
を
数
え
ま
し
た
。

　
ヶ
ま
年
に
幸
あ
れ
！

●

ふ
る
さ
と
創
生

　
　
　
　
一
億
円
の
使
い
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
方
向
決
定
）

　
使
い
み
ち
に
つ
い
て
は
提
案
さ
れ
た
内
容
を
検
討

し
、
次
の
三
つ
に
つ
い
て
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
、
老
人
健
康
対
策
基
金

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
資
金
）

二
州
人
材
育
成
：
：
前
項
の
老
人
健
康
対

　
策
基
金
利
子
を
運
用
す
る
。

三
、
温
泉
掘
削
　
　
　
　
　
　
　
・

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
“
ふ
る
さ
と
創

生
一
億
円
の
使
い
み
ち
”
は
、
去

る
十
二
月
二
十
六
日
、
町
役
場
で

十
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
会

で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
に
町
長
村
山
政
光

が
選
出
さ
れ
、
六
団
体
ほ
か
三
十

八
名
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
二

三
件
の
内
容
を
審
査
い
た
し
ま
し

た
。　

は
じ
め
に
町
長
か
ら
、
ふ
る
さ

と
創
生
交
付
金
は
昭
和
六
十
三
年

度
二
千
万
円
、
平
成
元
年
度
八
千

万
円
、
合
せ
て
一
億
円
交
付
さ
れ

た
が
、
国
で
は
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、

平
成
二
年
度
も
交
付
さ
れ
る
見
込

み
も
含
め
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
旨
提
案
さ
れ
、
審
査
の
進
め
方

に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
提
案
さ
れ
た
も
の
を
次

の
五
つ
の
区
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
で
良
い
提
案
を
選
び
表

賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
賞
者
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
り
、
後
日
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
又
、
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案

を
い
た
だ
い
た
方
に
ア
イ
デ
ア
賞

を
贈
る
こ
と
と
し
、
提
案
者
全
員

に
参
加
賞
を
贈
る
事
に
な
り
ま
し

た
。◎

ふ
る
さ
と
創
生
ア
イ

　
テ
ア
を
提
出
さ
れ
た

　
皆
さ
ん
（
順
不
同
）

▽
松
之
山
町
野
鳥
愛
護
会
（
村
山

　
健
・
高
橋
明
夫
・
高
橋
良
一
・

　
外
賛
同
者
多
数
）

▽
浦
田
地
区
体
育
協
会
　
▽
豪
雪

塾
　
▽
一
輪
会
（
若
妻
会
）
代
表

村
山
は
る
い
　
▽
社
会
教
育
係

▽
公
民
館
職
員
一
同
　
▽
村
山
祐

一
（
観
音
寺
）
▽
山
口
清
治
（
湯

之
島
）
▽
佐
藤
正
徳
（
天
水
越
）

▽
区
　
分

一
、
高
齢
者
健
康
対
策

二
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

三
、
地
下
資
源
の
開
発

四
、
自
然
環
境
保
護
育
成

五
、
人
材
育
成
（
特
産
品
開
発
を

　
　
含
め
た
）

◎
ア
イ
デ
ア
賞
は
次
の

　
　
二
つ
に
贈
ら
れ
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

o
須
山
境
沢
に
霊
園
造
成

O
雪
の
中
の
寅
さ
ん
、
ウ
ィ
ー
ン

　
か
ら
松
之
山
へ
映
．
画
づ
く
り

▽
高
橋
　
修
（
横
浜
）
▽
村
山
正

英
（
橋
詰
）
▽
高
橋
キ
シ
（
松
口
）

▽
下
坂
正
司
（
水
戸
市
）
▽
久
保

田
光
栄
（
天
水
島
）
▽
山
岩
石
松

　
（
新
山
）
▽
天
水
越
J
・
K

▽
村
山
邦
一
（
橋
詰
）
▽
村
山
キ

ン
（
橋
詰
）
▽
高
沢
郁
男
（
北
浦

田
）
▽
竹
内
茂
俊
（
豊
田
）
▽
高

橋
忠
則
（
十
B
町
市
）
▽
相
沢
一

郎
（
松
之
山
）
▽
小
野
塚
与
芳
（
橋

詰
）
▽
小
野
塚
一
栄
（
松
之
山
）

▽
高
橋
寛
一
（
松
口
）
▽
福
原
滋

．
（
天
水
越
）
▽
保
坂
美
智
男
（
豊

田
）
▽
南
雲
　
武
（
松
之
山
）

▽
小
口
彦
三
郎
（
松
之
山
）
▽
津

端
和
栄
（
光
間
）
▽
草
村
好
信
（
黒

倉
）
▽
柳
　
能
弘
，
（
松
代
町
）
▽

保
坂
諭
祐
（
松
口
）
▽
田
辺
久
子

（
松
口
）
▽
小
野
塚
光
枝
（
松
之

山
）
▽
滝
沢
淳
子
（
松
之
山
）
▽

小
口
成
一
（
松
之
山
）
▽
高
橋
順

子
（
天
水
島
）
▽
佐
藤
　
功
（
天

水
越
）
▽
津
端
正
子
（
松
之
山
）

▽
吉
川
雄
一
（
松
口
）
．

　
以
上
、
六
団
体
・
三
十
八
名

◎
ふ
る
さ
と
創
生
提
案

　
　
審
査
委
員

▽
町
長
　
村
山
政
光
　
▽
助
役

田
辺
誠
二
　
▽
佐
藤
利
幸
（
天
水

越
）
▽
村
山
里
志
（
赤
倉
）
▽
山

岸
石
松
（
新
山
）
▽
飯
塚
哲
郎
（
豊

田
）
▽
小
野
塚
良
雄
（
上
蝦
池
）

▽
福
原
　
豊
（
湯
本
）
▽
相
沢
正

平
（
小
谷
）
▽
加
藤
宏
一
（
松
之

山
中
学
校
長
）
　
以
上
十
名

　
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
何
回
か
に
分
け
て
広
報

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
忙
が
し
い
中
ご
提
案
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●、



新年度より第2．第4土曜が閉庁に！

　
平
成
元
年
十
二
月
定
例
議
会
（
第

六
回
）
が
、
二
十
一
・
二
十
二
日

の
二
日
間
開
か
れ
、
町
職
員
の
給

与
改
定
や
平
成
二
年
度
に
お
け
る

土
曜
閉
庁
な
ど
に
伴
な
う
条
例
改

正
、
ま
た
、
一
般
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
、
農
業
共
済
事
業
の
郡

内
合
併
の
承
認
な
ど
十
四
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般

質
問
、
請
願
・
陳
情
な
ど
が
行
わ

I
N
O
寸
1

れ
ま
し
た
。

　
今
回
一
般
会
計
で
補
正
さ
れ
た

主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
に
も
と

ず
く
町
職
員
の
給
与
引
き
上
げ
に

よ
る
人
件
費
ア
ッ
プ
、
官
行
造
林

立
木
の
購
入
、
⑭
及
び
頸
城
小
型

バ
ス
ヘ
の
補
助
金
、
山
村
農
業
活

性
化
事
業
に
対
す
る
補
助
金
、
工

事
費
と
し
て
は
、
天
水
越
大
厳
原

線
の
道
路
復
旧
（
集
水
井
筒
工
）

及
び
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
（
道

路
・
水
路
）
な
ど
が
補
正
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
越
後
リ
ゾ
ー

ト
開
発
株
式
会
社
に
五
百
万
円
の

増
資
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
五
人
が
立
ち
、

後
継
者
問
題
、
農
業
問
題
、
学
校

給
食
、
リ
ゾ
ー
ト
等
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
・
8
回
）

　
　
　
八
、
三
二
一
万
七
千
円
を
追
加

　
　
　
総
額
二
五
億
七
、
二
八
六
万
六
千
円
に
！

▼
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繰
出
し
金
　
二
八
五
万
一
千
円

o
庁
用
自
動
車
購
入
費
　
　
　
　
　
　
▼
農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

○
官
行
造
林
立
木
購
入
費
（
湯
本

　
仏
ノ
岩
）
　
　
　
一
九
〇
万
円

○
⑭
及
び
頸
城
小
型
バ
ス
運
行
補

　
助
金
　
　
　
　
約
三
四
〇
万
円

▼
民
生
費

o
老
人
憩
の
家
浄
化
槽
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
八
四
万
八
千
円

o
国
保
及
び
簡
水
特
別
会
計
へ
の

▽
町
職
員
の

　
　
給
与
引
き
上
げ

o
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
職

　
員
の
給
与
を
四
月
さ
か
の
ぽ
り

　
平
均
三
・
一
一
％
引
き
上
げ
る

　
（
八
、
七
七
七
円
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
高
卒
初
任
給
は

　
一
〇
万
六
、
六
〇
〇
円
と
な
り
F

ま
す
。

▽
非
常
勤
特
別
職
の

　
　
報
酬
一
部
引
き
上
げ

○
議
員
な
ど
の
期
末
手
当
が
○
●

　
一
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

冬
期
集
落
保
安
要
員
の
賃
金
も

三
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

　
ご
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
新
年
度
よ
り
役
場
を

　
第
二
．
四
土
曜
閉
庁
に

o
現
在
、
国
・
県
で
は
既
に
実
施

　
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二
年

四
月
よ
り
役
場
（
学
校
・
保
育

所
除
く
）
が
第
二
と
第
四
土
曜

日
閉
庁
（
休
み
）
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
郡
内
六
町
村
と
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
受
付
業
務
等
詳

し
い
事
に
つ
い
て
は
、
三
月
ま

で
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▽
農
業
共
済
事
業

　
　
A
・
併
を
承
認

o
農
業
災
害
補
償
法
に
よ
り
〉
各

町
村
で
行
っ
て
い
る
共
済
事
業

　
に
よ
る
事
務
を
、
平
成
二
年
四

月
よ
り
郡
内
｝
組
合
と
す
る
事

を
承
認
。
事
務
所
を
大
島
村
（
旧

保
健
所
建
物
）
に
置
き
、
各
町

村
二
名
の
出
向
職
員
に
よ
っ
て

事
務
運
営
が
な
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
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之
島
地
区
山
村
農
業
活
性
化

　
事
業
補
助
金
一
五
九
万
七
千
円

▼
災
害
復
旧
費

○
天
水
越
大
厳
寺
原
線
道
路
復
旧

　
（
集
水
井
筒
）
三
五
〇
〇
万
円

o
中
立
山
地
区
水
路
復
旧
工
事
他

　
七
件
　
　
　
約
一
八
六
〇
万
円

▼
諸
支
出
金

○
南
越
後
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会

　
社
増
資
分
　
　
　
五
〇
〇
万
円

◎
三
特
別
会
計
の
補
正

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

　
二
回
）

○
事
業
勘
定
　
二
〇
五
万
円
を
追

　
加
し
て
総
額
四
億
二
、
ニ
ニ
ニ

　
万
六
千
円
と
す
る
。

○
診
療
所
勘
定
　
　
一
、
ご
一
三
万

　
五
千
円
を
追
加
し
て
総
額
二
億

　
六
、
七
五
四
万
九
千
円
と
す
る
。

▽
簡
易
水
道
特
別
会
計
（
第
四
回
）

o
ご
一
二
万
八
千
円
を
追
加
し
、

　
総
額
七
、
四
四
〇
万
四
千
円
と

　
す
る
。

▽
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
（
第

一
一
回
）

○
業
務
勘
定
に
八
○
万
円
追
加
し

　
総
額
四
、
六
二
五
万
円
と
す
る
。

藷
願

　
　
　
　
　
　
陳
惰

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
す

　
る
県
単
助
成
制
度
の
継
続
・

　
拡
充
等
を
求
め
る
陳
情

○
審
議
結
果

　
　
総
務
民
生
委
員
会
に
付
託

　
　
し
検
討
し
て
も
ら
う
。

▽
自
然
豊
か
な
ぶ
な
の
森
の
保

　
護
保
全
に
つ
い
て
の
請
願

○
内
容

　
町
内
の
ぶ
な
の
木
が
こ
れ
以

　
上
伐
採
さ
れ
な
い
よ
う
、
町

　
が
基
金
等
設
立
し
て
、
住
民

　
が
手
放
す
と
き
は
買
い
上
げ

　
て
ほ
し
い
。

○
審
議
結
果

　
　
産
業
経
済
委
員
会
付
託

▽
消
費
税
の
即
時
廃
止
を
求
め

る
請
願

○
審
議
結
果

　
　
反
対
多
数
に
よ
り
否
決

▽
母
子
世
帯
医
療
費
無
料
化
制

　
度
の
早
期
実
現
を
求
め
る
陳

　
情

○
審
議
結
果

　
　
総
務
民
生
委
員
会
に
付
託

　
　
　
　
　
　
試
」
協
力

　
毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
共
同
募
金
・

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
の
米
一
に
ぎ
り
運
動
、
タ
オ
ル

集
め
が
年
末
に
か
け
て
行
わ
れ
、

今
年
も
沢
山
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
『

ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
募
金
．
品
物
は
、
ほ
く
ら
園
や

五
智
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
松
之
山
出

身
の
方
た
ち
が
入
所
し
て
い
る
養

護
施
設
・
病
院
・
町
内
寝
た
き
り

在
宅
老
人
の
皆
さ
ん
な
ど
に
、
婦
．

人
会
．
老
人
会
・
民
生
委
員
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

の
内
訳
は
、
モ
チ
米
二
九
〇
キ
ロ
、

タ
オ
ル
九
三
〇
本
、
し
め
縄
二
七

個
、
慰
問
金
と
し
て
贈
ら
れ
た
お

金
は
一
五
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
慰
問
物
資
を
贈
ら
れ

た
各
施
設
で
は
大
変
喜
び
、
感
謝

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　りぼへべ
慰問品が各施設に届けられ、入所者の皆ざんに

大変喜ばれました
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新年度より第2．第4土曜が閉庁に！
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ど
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た
。
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⑭
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す
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上
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と
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宅
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の
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・
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に
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せ
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の
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は
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、
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ル
九
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、
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個
、
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問
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て
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千
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と
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い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
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資
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で
は
大
変
喜
び
、
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て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　りぼへべ
慰問品が各施設に届けられ、入所者の皆ざんに

大変喜ばれました
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1
月
2
0
日
ま
で
で
す
！

　
布
川
保
育
所
は
園
児
数
の
減
少

に
よ
り
、
平
成
二
年
四
月
よ
り
当

分
の
間
休
園
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
地
区
の
園
児
た
ち
は
、

通
園
バ
ス
で
松
之
山
保
育
所
に
通

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
三
つ
と
な
る
町
内

各
保
育
所
で
は
、
平
成
二
年
度
の

園
児
入
所
申
し
込
み
を
受
付
中
で

す
。　

三
歳
児
以
上
の
方
に
は
案
内
書

友だちがいっばい待ってます。

「君も一緒に遊ぽうよ」

を
さ
し
あ
げ
ま
す
が
、
未
満
児
の

方
に
つ
い
て
は
案
内
は
出
し
ま
せ

ん
の
で
、
入
所
希
望
の
方
は
、
一

月
二
十
日
ま
で
に
各
保
育
所
、
ま

た
は
役
場
福
祉
係
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
入
所
決
定
通
知
は
、
三
月
初
旬

ま
で
に
各
家
庭
に
届
け
ま
す
。

▼
各
保
育
所
定
員

○
松
之
山
保
育
所
　
　
四
十
五
人

○
松
里
保
育
所
　
　
四
十
五
人

○
浦
　
田
保
育
所
　
　
三
十
五
人

▼
入
所
基
準

o
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
、
幼

　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

o
保
護
者
が
疾
病
等
の
た
め
乳
幼

　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

○
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め

　
る
場
△
・
。

▼
保
　
育
　
料

　
国
の
基
準
に
も
と
づ
い
た
町
の

　
基
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の
扶

　
養
義
務
者
全
員
（
父
母
・
祖
父

　
母
等
）
の
課
税
額
に
よ
り
算
定

　
し
ま
す
。

※
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て
不
明

　
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

　
福
祉
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
が
二
名
変
わ
り
ま
し
た

　
松
之
山
町
に
は
、
現
在
十
四
名

の
方
が
厚
生
大
臣
よ
り
民
生
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
程
、
長
年
民
生
委
員
と
し

て
活
躍
い
た
だ
い
た
石
塚
清
丸
さ

ん
（
田
麦
立
）
と
村
山
静
子
さ
ん

（
松
口
）
の
二
人
が
、
任
期
満
了

に
よ
り
勇
退
さ
れ
、
十
一
月
一
日

民生委員名簿

よ
り
新
た
に
佐
藤
昭
治
さ
ん
（
中

立
山
）
、
高
橋
キ
シ
さ
ん
（
松
口
）

の
二
人
が
民
生
委
員
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
中
立
山
、
田
麦
立
、

坂
中
、
中
原
を
担
当
し
、
高
橋
さ

ん
は
上
・
下
川
手
を
主
に
担
当
す

る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
協
議
会
の
代

表
と
し
て
、
湯
之
島
の
山
口
喜
作

さ
ん
が
総
務
に
、
副
総
務
に
は
藤

倉
の
佐
藤
良
道
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

▽
新
民
生
委
。
貝

○
佐
藤
昭
治
（
中
立
山
）
中
屋

　
　
　
　
　
電
話
　
三
〇
八
七

〇
高
橋
キ
シ
（
松
口
）
あ
め
や

　
　
　
　
　
電
話
　
一
一
一
五
五

氏　　　名 住　所 屋　号 電話番号 担　当　部　落

樋口佐与英 松之山 丸　一 6－2043
松之山・兎　口
光　間・新　山

相沢　テイ 小　谷 新　宅 3486 小　谷・水　梨
大荒戸

高橋　キシ 下川手 あめや 2155 上川手・下川手

村山　郁子 湯　山 忠えん 3479 湯　山

渕岡　森栄 湯　本 山　天 2808 湯　本

滝沢　義夫 天水越 大　井 2420 天水越

久保田和夫 天水島 中屋敷 2192 天水島

佐藤　良道 藤　倉 正法寺 3882 藤　倉・中　尾

小野塚賢子 上蝦池 七工門 3981 東川・上蝦池
下鍛池

村山　昭江 赤　倉 上宮田 3879 五十子平・坪野
赤　倉・東　山

山口　喜作 湯之島 上　林 2875 曽　根・新　田
上の山・湯之島

佐藤　昭治 中立山 中　屋 3087 中立山・中　原
田麦立・坂　中

早川　リウ 月　池 下　村 3039 月　池・豊　田
北浦田

南雲　終治 西之前 上　段 3281 藤　原・西之前
黒　倉

新
年
金
は

厚
生
年
金

国
民
年
金

2
月
ー
日

2
月
応
日

　
今
回
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、

平
成
元
年
四
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
厚
生
年
金
・
国
民
年

金
と
も
既
に
そ
れ
ぞ
れ
平
成
元
年

十
一
月
。
十
二
月
に
前
月
ま
で
の

年
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
二
年
二
月
の
支
払
い
で

は
、
前
回
以
後
の
月
分
と
四
月
か

ら
の
差
額
分
が
あ
わ
せ
て
支
払
い

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
改
定
通
知
書
は
、

二
月
上
旬
に
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
逃

　
　
臥

『
）
算

4
馨
．
■
、
超

　
　
　
〃
　
卑

に
支
払
わ
れ
ま
す

届
く
予
定
で
す
。

　
年
金
の
支
払
い
回
数
も
改
善
さ

れ
、
二
月
よ
り
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
と
も
年
六
回
（
二
月
・
四
月
・

六
月
・
八
月
・
十
月
・
十
二
月
）

支
払
い
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支

払
い
日
も
十
五
日
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
　
（
こ
の
日
が
日
曜
の
場
合

は
十
六
日
、
土
曜
の
場
合
は
十
七

■
日
に
支
払
い
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

二
年
四
月
よ
り
、
月
額
八
、
四
〇

〇
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

一
月
十
五
日
は
成
人
式

　
二
〇
歳
に
な
つ
た
ら
国
民
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
？

●

冬期バス時間

　　　変更のお知らせ

　松之山温泉発、朝6時10分十日町行きのバス

が、冬期間次のように時間・行先が変更になり

ますので、利用される方はご注意ください。

◎旧　松之山温泉発→十日町行き

　　　午前6時10分発

◎新　松之山温泉発→浅河原行き

　　　午前6時40分　発

※浅河原止まりですので、そこから市内へは他

　のバスに乗り換えてください。

　　　　　　　　　頸城自動車株式会社

m90年世界農林業センサス

　　　　にご協力ください

　農林水産省では、平成2年2月1日現在で、

全国の農家、林家などを対象に「世界農業セン

サス」を実施します。

　この調査は、わが国の農林業の実態を明らか

にする最も基本的な統計調査です。調査の結果

は、国や地方公共団体をはじめ各方面で農林業

施策推進などの基礎資料として広く利用されま

す。

　調査員がお伺いして、農林業の経営状況など

をお尋ねしますのでご協力をお願いします。
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湯之島に温泉つきの民宿「リバーサイドゆの

しま」がオープン。スナック豪雪塾も人気上々

縮

　l　I月、水梨に子育観音地蔵尊と夜泣き松

鎮魂碑が、相沢伊勢春氏によって建立され

ました

スキー場からスタートした駅伝

　　　　　　　　　松里が今年も優勝

1年

10年の歳月と27億以上の経費を投じた「留山ダム」

がようやく完成、10月23日竣工式が行われました

麟勲、顯し
　中尾に鏡ケ池に次いで吉池が完成

　亀杉とともに観光名所がまた一つ増えました

第2回ながなわとぴ大会、200回の記録に挑戦

の年

／誕4、、

　　　　　蝋．、

ム〆7［、」ゴ
まさに選挙ラッシュの年でした

県知事、参議院補欠、参議院と3回もあり
ました

8月i日、松之山村山家が大棟山博物館として

オープン、文豪坂口安吾を偲ばせる部屋もあり

多くの方が訪れました

璽

つな引き大会の人気が増々アップ

4月、旧三省小学校が啓倫セミナーハウスと

してよみがえりました

　　　　　　　　　　　Ψ『隆．
町内32名の方たちによって松之山ライオンズ
クラブが誕生

5月、町成人式がセンターで開催されました

「一“一峯＿rゆ
鎗憾肇聾鰹響，

今年も盛大に行われた第回回町民体育大会

⑧

ー
8
ぐ
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12月
フオト
ニユース

4
水
梨
部
落
に
新
し
い
集
落
セ
ン
タ
ー

　
老
朽
化
し
て
来
た
部
落
の
集
会

所
を
新
築
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

釆
た
水
梨
部
落
に
￥
こ
の
程
大
変

立
派
な
集
落
開
発
セ
ン
9
ー
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
藤
倉
部
落
に
つ
い
で
十

三
番
目
と
な
る
こ
の
集
落
開
発
セ

ン
ヲ
t
は
、
県
農
林
水
産
業
総
ム
ロ

振
興
事
業
に
よ
る
助
成
と
町
の
持

ち
出
し
、
各
戸
よ
り
の
拠
出
に
よ

っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造

二
階
建
一
五
三
・
二
㎡
、
建
築
費

は
一
、
九
二
八
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
建
物
の
内
部
は
￥
大
・
小
会
議

室
、
集
出
荷
室
、
資
料
展
示
室
、

調
理
室
な
ど
が
造
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
万
一
に
備
え
電
気
サ
イ
レ
ン

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
梨
部
落
で
は
十
一
月
三
日
に

盛
大
な
竣
工
式
を
開
い
て
、
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

色々な設備が完備されている

水梨集落開発センター

o

2
布
川
保
育
園
で
お
遊
ぎ
会
、
み
ん
な
感
激
し
つ
ぱ
な
し

　
園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
来
年

度
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
休
園
す
る

事
に
な
っ
た
布
川
保
育
所
で
、
十

二
月
七
日
に
お
遊
ぎ
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
布
川
保
育
所
の
園
児
数
は
現
在

十
人
で
、
そ
の
十
人
が
一
生
け
ん

命
練
習
し
た
歌
や
踊
り
、
劇
、
太

鼓
を
披
露
す
る
お
遊
ぎ
会
に
は
、

お
田
さ
ん
万
は
勿
論
の
こ
と
お
じ

い
さ
ん
￥
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
大

勢
見
学
に
お
訪
れ
、
座
る
所
が
な

い
く
ら
い
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
全
員
カ
ッ
コ
イ
イ
衣
装
を
着
て

の
お
ゆ
う
ぎ
「
ス
9
ー
イ
ン
ザ
ス

カ
イ
」
で
幕
が
開
き
、
う
た
や
メ

ロ
ブ
ィ
ズ
ン
の
演
奏
、
り
す
・
う

さ
ぎ
・
き
り
ん
組
の
可
愛
い
い
お

ゆ
う
ぎ
が
次
か
ら
次
へ
と
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
園
児
全
員

の
劇
「
ふ
く
ろ
う
の
そ
め
も
の
や

さ
ん
」
と
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は

「
太
鼓
し
の
発
表
で
す
。

　
こ
の
日
の
為
に
秋
か
ら
宙
日
練

習
し
た
と
い
う
太
鼓
の
演
奏
は
、

子
供
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
勇
壮
で

立
派
で
し
た
。
あ
ま
り
の
上
手
さ

に
、
見
て
い
る
方
た
ち
の
ほ
と
ん

ど
が
感
激
の
涙
を
流
す
ほ
ど
で
、

大
変
感
動
的
な
演
奏
で
し
た
。

　
来
年
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
休
園

と
な
り
ま
す
が
、
十
人
の
園
児
の

皆
さ
ん
、
も
う
三
カ
月
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
に
ね
！

　
う
た
や
お
ゆ
う
ぎ
、
最
後
の

　
太
鼓
の
演
奏
、
ど
れ
も
み
ん

　
な
上
手
で
し
た
．

　ゆ齢つ
ゆ

恥盤

3
テレビ電話で本校の友達と

　　　　　　　　話も出来るよ！

　
一

　
冬
の
間
、
雪
や
崩
雪
の
危
険
か

ら
児
童
を
守
る
た
め
に
開
校
さ
れ

る
“
冬
季
分
校
”
。

　
町
内
で
た
だ
一
校
冬
季
分
校
を

持
つ
東
川
小
学
校
で
は
、
十
二
月

［
日
に
上
鰐
池
冬
季
分
校
の
開
校

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
こ
の
分
校
で
勉
強
す
る
の

は
、
小
野
塚
悠
也
君
と
小
林
綾
子

さ
ん
の
｝
年
生
二
人
で
す
。

　
こ
の
㎜
年
生
二
人
の
先
生
に
は
、

柏
崎
市
出
身
の
阿
部
英
巳
先
生
が

県
教
育
委
員
会
か
ら
任
命
さ
れ
て

天
で
仲
良
く
勉
強
し
ま
す
。
上
蝦
池
冬
季
分
校
開
校

赴
任
し
て
お
り
、
来
年
三
月
ま
で

三
人
で
勉
強
や
ス
キ
ー
を
一
緒
に

学
ぶ
事
に
な
り
ま
す
。

　
少
し
の
間
、
本
校
の
友
達
と
離

れ
て
淋
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
分
校
に
は
昨
年
か
ら
本
校
と

の
間
に
テ
レ
ビ
電
話
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
同
級
生
の
顔
を
見
な
が

ら
話
し
を
す
る
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
悠
也
君
と
綾
子
さ
ん
、
本
校
の

み
ん
な
に
負
け
な
い
よ
う
元
気
で

勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

今年は阿部先生と3人だ。

一年生の悠也君と綾子さん。

サングラスをかけたサンタさんがプレゼント
を持って来てくれました（松里）

4
「
サ
ン
タ
さ
ん
ブ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
」

　
町
内
四
つ
の
保
育
所
で
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、
サ
ン

9
ク
ロ
ー
ス
さ
ん
か
ら
み
ん
な
に

フ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
二
日
と
二
十
五
日

に
、
二
つ
ず
つ
行
わ
れ
た
ク
リ
ス

マ
ス
会
。
地
元
老
人
会
や
役
場
の

担
当
も
交
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
し
て
、
に
ぎ

や
か
な
【
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
松
里
保
育
園
に
は
、
十
年
近
く

前
か
ら
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

に
な
る
と
、
必
ず
ブ
レ
ゼ
ン
ト
が

届
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ブ
レ
ゼ

ン
ト
の
主
は
都
会
の
サ
ン
9
さ
ん

だ
そ
う
で
す
が
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
事
で
す
ね
。
五
月
の
子
供
の

臼
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
そ
う

で
す
。

　
松
之
山
保
育
園
に
も
名
な
し
の

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
笛
年
ブ
レ
ゼ
ン

ト
が
届
け
ら
れ
、
子
供
た
ち
を
喜

ば
せ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　－
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け
ら
れ
、
子
供
た
ち
を
喜

ば
せ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　－

譜縄篇『
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書道展を主催された山岸春水さん（新山）

5
親
子
二
代
の
書
道
展
、
郡
展
を
圧
倒
す
る
齢

　
十
二
月
九
日
・
十
日
の
二
日
間
、

自
然
休
養
村
セ
ン
9
1
を
会
場
に

書
道
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
書
道
展
を
開
催
し
た
の
は

新
山
の
山
岸
留
作
さ
ん
、
春
水
さ

ん
の
お
二
人
で
、
　
天
の
作
品
は

勿
論
、
北
日
本
習
字
教
育
協
会
所

属
の
町
内
小
中
学
生
の
作
品
や
、

＋
ロ
く
戦
前
戦
中
時
に
書
か
れ
た
も

の
な
ど
百
十
数
点
が
展
示
さ
れ
て

あ
り
ま
し
た
。

　
習
字
・
書
道
ば
か
り
こ
れ
ほ
ど

多
く
集
め
た
展
示
会
は
郡
内
で
も

初
め
て
で
、
　
百
と
も
沢
山
の
方

が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
山
岸
留
作
さ
ん
は
、
何
十
年
間

と
い
う
長
い
間
、
町
内
の
子
供
た

ち
に
習
字
を
教
え
て
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
近
年
身
体
を
悪
く
さ
れ
、

現
在
は
息
子
さ
ん
の
春
水
さ
ん
が

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
を
訪
れ
た
万
は
見
て
采
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
素
晴
し
い

作
品
ば
か
り
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
し
、
特
に
、
　
・
中
学
生
の
作

品
で
大
人
で
も
書
け
な
い
よ
う
な

作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
書
道
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
今

日
、
こ
の
よ
う
な
展
示
会
が
毎
年

開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。

ス
キ
ー
場
で
安
全
祈
願
祭

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
f
場
は
、
今
　
　
し
た
。

年
開
設
以
来
七
年
目
の
シ
ー
ス
ン
　
　
　
神
官
に
よ
る
神
事
、
リ
フ
ト
の

を
迎
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
清
め
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
町
長
・

　
こ
の
問
、
第
二
ベ
ア
リ
フ
ト
の
　
　
ス
キ
i
場
運
営
委
員
長
、
ス
キ
ー

増
設
￥
ゲ
レ
ン
テ
の
整
備
、
ラ
ト
ド
場
長
ら
が
玉
串
を
捧
げ
て
、
シ
ー

●

滋
、
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＼
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今年も雪が少なそう、でも待ちきれない

スキーヤーでにぎわっています

粕

ラ
ッ
ク
（
圧
雪
車
）
の
購
入
な
ど

施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め
、
年
々

入
込
審
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ス
ン
の
ズ
ー
ブ
ン
を
前

に
し
た
十
二
月
七
臼
に
は
、
町
長

は
じ
め
ス
キ
ー
場
関
係
者
、
従
業

員
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
“
ス
キ

ー
場
安
全
祈
願
祭
”
が
行
わ
れ
ま

ス
ン
中
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
飾
年
は
例
年
に
な
い
小
雪
で
、

県
内
の
ス
キ
ー
場
で
も
一
回
も
営

業
し
な
い
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
ム
フ
年
は
ど
ん
な
シ
ー
ス
ン
に

な
る
で
し
よ
う
か
。

　
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
滑
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

神官より御祓いを受け、今シーズンの安全

を祈願するスキー場関係者

　　　　　　　　　（レストハウスの中）

7
ひ
ら
け
ボ
ン
キ
ツ
キ
松
之
山
で
ビ
デ
オ
撮
り

　
ム
ッ
君
や
ガ
チ
ャ
ビ
ン
で
お
な

じ
み
の
、
幼
児
向
け
テ
レ
ビ
番
組

「
ひ
ら
け
ポ
ン
キ
ッ
キ
」
の
ス
9

ッ
フ
㎜
同
が
、
雪
国
で
の
生
活
や

遊
び
を
撮
影
す
る
た
め
松
之
山
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
朝
七
時
四
十
五
分
か
ら
八
時
三

十
分
ま
で
放
送
さ
れ
て
い
る
こ
の

番
組
、
小
さ
い
子
供
た
ち
が
毎
臼

楽
し
み
に
し
て
見
て
い
る
よ
う
で

す
。　

十
二
月
十
日
か
ら
三
日
間
、
浦

田
ゆ
の
し
ま
荘
に
宿
泊
し
て
＼
浦

田
保
育
所
の
子
供
た
ち
に
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
モ
チ
つ
き
や

ス
キ
！
、
ソ
リ
遊
び
な
ど
撮
影
し

て
帰
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
テ
レ
ビ
で
し
か
見
れ

な
い
お
姉
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
．
ム

ッ
ク
ン
、
ガ
チ
ャ
ビ
ン
と
一
緒
に

「みんな、いっしょに滑るんだよ」

大好きなムッ君やガチャピンに会えて大喜こび

遊
べ
て
子
供
た
ち
は
大
喜
び
、
寒

い
の
も
忘
れ
て
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
で
も
先
生
や
ス
9
ッ
フ
は

大
変
だ
っ
た
と
か
？

　
こ
の
と
き
撮
影
さ
れ
た
ビ
テ
ズ

は
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
の
五
日
間
、
番
号
の
中

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ム
ッ
ク
ン
は
と
っ
て
も
ス
キ
ー

が
上
手
で
し
た
よ
。

ポ
ン
キ
ッ
キ
の
お
姉
さ
ん
と

お
兄
さ
ん

帰
う
恥

ム

　ガチャピン

“
磯　も

ムッ君はとってもスキーがうまいんだよ

浦田保育園の子供たちが撮影に協力

「テレビで見るみんなに会えて良かった円

でも寒くて寒くて大変な3日間でした

●
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宵
クワハウスの広場でジャンボチェスを楽しむ人たち

バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
　
⑭

　
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
は
大
規
模

施
設
が
セ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
バ
ー
デ
ン
ワ
イ
ラ
ー
の

大
型
と
見
た
方
が
適
切
と
思
い
ま

す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
も
巨
大
で
あ
っ

て
周
辺
に
は
ゴ
ル
フ
場
、
ミ
ニ
ゴ

ル
フ
場
、
乗
馬
コ
ー
ス
、
テ
ニ
ス

場
、
散
策
公
園
等
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
は

予
約
制
で
あ
っ
て
突
然
伺
っ
て
も

入
場
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

ゴ
ル
フ
場
は
小
規
模
で
管
理
も

粗
雑
に
見
え
た
が
数
多
く
設
置
し

て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
一
日
自
由
行
動
が
許

さ
れ
た
の
で
グ
ル
ー
プ
で
ミ
ニ
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
が
、
こ
れ
は
一

面
の
芝
生
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
面
積
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

位
と
思
っ
た
。
先
の
バ
ー
デ
ン
ワ

イ
ラ
ー
は
老
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ー
デ
ン

バ
ー
デ
ン
は
全
階
層
を
対
象
に
し

て
お
り
、
外
国
人
観
光
客
も
多
く

特
に
日
本
人
に
注
目
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
を
後
に
し

西
ド
イ
ツ
に
向
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
三
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走

り
ま
し
た
が
、
西
ド
イ
ツ
は
ス
イ

ス
と
は
趣
を
異
に
す
る
景
観
を
有

し
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
メ
ー

ン
ス
ト
リ
ー
ト
国
道
五
号
線
で
は

説
明
に
よ
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
で
六
〇
ト
ン
戦

車
が
通
行
可
能
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
の

森
は
黒
い
森
と
も
言
わ
れ
、
樹
種

の
中
心
は
タ
ン
ネ
と
い
う
針
葉
樹

で
カ
ラ
マ
ツ
に
似
て
お
り
ま
す
。

　
各
所
に
巨
大
な
城
が
見
え
ま
す

が
こ
れ
は
貴
族
社
会
の
時
代
に
築

か
れ
た
も
の
で
地
域
を
治
め
る
拠

点
と
し
て
そ
の
偉
容
を
誇
り
食
糧

の
保
存
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
農
業
は
経
営
規
模
が
大

き
く
生
産
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
広
大
な
農
場
が
続
い
て
い

る
が
牧
草
地
や
森
も
多
く
見
ら
れ
、

森
は
鹿
の
生
息
頭
数
が
計
算
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
沿
道
の
集
落
に
は
教
会
が
建
っ

て
い
る
が
そ
の
大
き
さ
が
、
当
時

の
そ
の
集
落
或
は
地
域
の
規
模
と

力
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ
ヘ
着
く

　
こ
の
町
は
人
工
的
に
観
光
施
設

を
作
っ
て
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
市
街
の
中

に
世
界
的
に
珍
し
い
と
い
わ
れ
る

犯
罪
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
投
ご

く
さ
れ
た
人
を
拷
問
に
付
す
際
の

道
具
や
処
刑
の
施
設
等
が
陳
列
さ

れ
て
い
る
が
こ
こ
は
一
人
で
入
館

し
て
巡
回
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
気

が
重
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
古
い
建
物
を
買
収
し
、
中
味
は

買
い
集
め
た
も
の
の
外
、
一
部
は

新
し
い
も
の
を
古
い
も
の
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し

た
。
ロ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
際
こ
の
町
に
あ
っ
た

ベ
ア
リ
ン
グ
工
場
が
狙
わ
れ
、
ボ

ー
イ
ン
グ
機
の
爆
撃
を
う
け
、
町

の
七
割
が
戦
災
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
．
巨
大
な
ダ
ニ
エ
ル
教
会
が
建
っ

て
お
り
高
さ
九
〇
メ
…
ト
ル
三
七

七
段
の
階
段
が
あ
る
と
い
う
こ
と

バーデンバーデンヘの案内標識

で
す
。

　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
沿
線
に

お
け
る
車
窓
か
ら
の
眺
め
に
対
し

て
ガ
イ
ド
の
説
明
が
あ
っ
た
が
次

の
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

一
、
教
会
を
は
じ
め
古
い
文
化
財

　
を
大
切
に
保
存
す
る
努
力
が
見

　
ら
れ
た
。
古
城
は
ホ
テ
ル
や
レ

　
ス
ト
ラ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
が
多
い
。

一
、
広
大
な
農
地
が
整
然
と
続
い

　
て
お
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

感
じ
た
。
又
農
家
は
広
い
牧
草

　
地
の
中
に
点
在
し
建
物
そ
の
他

　
の
構
え
が
大
変
大
き
い
。

一
、
中
世
に
お
い
て
町
づ
く
り
に

努
力
し
た
こ
と
が
成
果
と
し
て

今
世
紀
も
尚
続
い
て
い
る
。

一
、
耕
地
、
牧
草
地
、
森
を
調
和

　
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

●

スキー教室」置こ
、フア

一
一

鰻

　墓・

笈キノ
権報♂

秘

　
㎜　

町
公
民
館
で
は
、
松
之
山
温
泉

ス
キ
ー
学
校
の
協
力
を
得
て
“
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室
”
を
開
催

し
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
す

る
方
は
早
目
に
公
民
館
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
町
内
在
住
の
初
心
者
・

　
　
　
　
　
初
級
・
中
級
者

▽
受
講
日
程

轡　　　f声

ノ／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣

　
一
月
二
十
一
日
・
二
十
八
日
・

　
二
月
十
一
日
の
三
日
間
（
三
回

　
受
講
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め

　
に
、
予
備
日
と
し
て
二
月
十
七

日
）

▽
場
所
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

▽
時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時

1瓢、　　　ン　』
みんなで楽しみながら上手になろう

▽
会
費
　
三
日
分
（
保
険
料
含
む
〉

・
フ
ァ
ミ
ワ
ー
三
人
以
上

　
　
三
、
五
〇
〇
円

・
大
人
（
家
族
）
二
人

　
　
三
、
○
○
○
円

・
親
子
二
人
　
二
、
五
〇
〇
円

・
子
供
（
幼
・
小
・
中
）
一
人

　
　
一
、
○
○
○
円

◎
会
費
は
当
日
受
付
で
納
め
て
く

　
だ
さ
い
。
　
（
リ
フ
ト
券
は
各
自

　
で
購
入
）

▽
申
込
み

　
一
月
十
八
日
ま
で
に
公
民
館
（
六

　
－
二
二
六
五
番
）
へ
。
定
員
四

　
＋
名
ま
で
。

※
一
回
分
の
受
講
料
で
三
回
も
指

　
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
チ

　
ャ
ン
ス
あ
な
た
も
ど
う
で
す
か
！

君
も
チ
ヤ
レ
ン
”
シ
し
て
み
な
い
か
！

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ス
キ

ー
検
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
キ
ー
人
口
も
年
々
増
え
、
各

地
の
ス
キ
ー
場
は
ど
こ
も
カ
ラ
フ

ル
な
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
を
着
た
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
一
杯
で
す
。

　
し
か
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ス
キ

ー
技
術
を
持
っ
て
滑
っ
て
い
る
人
魅

は
、
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
今
年
こ
そ
講
習
を
受
け
て
、
ス

キ
ー
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ

う
。

卜／ぐッヂテススキ

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
は
、

毎
月
一
回
ス
キ
ー
講
習
会
と
バ
ッ

ヂ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程

〇
一
月
二
十
日
（
土
）
と
二
十
一

　
日
（
日
）
土
曜
日
講
習

〇
二
月
十
七
日
（
土
）
と
十
八
日

　
（
日
）

〇
三
月
三
日
（
土
）
と
四
日
（
日
）

※
詳
し
い
事
は
、
ス
キ
ー
学
校
に

　
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

璽鷲ムレー

●
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宵
クワハウスの広場でジャンボチェスを楽しむ人たち

バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
　
⑭

　
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
は
大
規
模

施
設
が
セ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
バ
ー
デ
ン
ワ
イ
ラ
ー
の

大
型
と
見
た
方
が
適
切
と
思
い
ま

す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
も
巨
大
で
あ
っ

て
周
辺
に
は
ゴ
ル
フ
場
、
ミ
ニ
ゴ

ル
フ
場
、
乗
馬
コ
ー
ス
、
テ
ニ
ス

場
、
散
策
公
園
等
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
は

予
約
制
で
あ
っ
て
突
然
伺
っ
て
も

入
場
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

ゴ
ル
フ
場
は
小
規
模
で
管
理
も

粗
雑
に
見
え
た
が
数
多
く
設
置
し

て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
一
日
自
由
行
動
が
許

さ
れ
た
の
で
グ
ル
ー
プ
で
ミ
ニ
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
が
、
こ
れ
は
一

面
の
芝
生
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
面
積
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

位
と
思
っ
た
。
先
の
バ
ー
デ
ン
ワ

イ
ラ
ー
は
老
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ー
デ
ン

バ
ー
デ
ン
は
全
階
層
を
対
象
に
し

て
お
り
、
外
国
人
観
光
客
も
多
く

特
に
日
本
人
に
注
目
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
を
後
に
し

西
ド
イ
ツ
に
向
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
三
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走

り
ま
し
た
が
、
西
ド
イ
ツ
は
ス
イ

ス
と
は
趣
を
異
に
す
る
景
観
を
有

し
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
メ
ー

ン
ス
ト
リ
ー
ト
国
道
五
号
線
で
は

説
明
に
よ
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
で
六
〇
ト
ン
戦

車
が
通
行
可
能
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
の

森
は
黒
い
森
と
も
言
わ
れ
、
樹
種

の
中
心
は
タ
ン
ネ
と
い
う
針
葉
樹

で
カ
ラ
マ
ツ
に
似
て
お
り
ま
す
。

　
各
所
に
巨
大
な
城
が
見
え
ま
す

が
こ
れ
は
貴
族
社
会
の
時
代
に
築

か
れ
た
も
の
で
地
域
を
治
め
る
拠

点
と
し
て
そ
の
偉
容
を
誇
り
食
糧

の
保
存
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
農
業
は
経
営
規
模
が
大

き
く
生
産
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
広
大
な
農
場
が
続
い
て
い

る
が
牧
草
地
や
森
も
多
く
見
ら
れ
、

森
は
鹿
の
生
息
頭
数
が
計
算
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
沿
道
の
集
落
に
は
教
会
が
建
っ

て
い
る
が
そ
の
大
き
さ
が
、
当
時

の
そ
の
集
落
或
は
地
域
の
規
模
と

力
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ
ヘ
着
く

　
こ
の
町
は
人
工
的
に
観
光
施
設

を
作
っ
て
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
市
街
の
中

に
世
界
的
に
珍
し
い
と
い
わ
れ
る

犯
罪
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
投
ご

く
さ
れ
た
人
を
拷
問
に
付
す
際
の

道
具
や
処
刑
の
施
設
等
が
陳
列
さ

れ
て
い
る
が
こ
こ
は
一
人
で
入
館

し
て
巡
回
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
気

が
重
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
古
い
建
物
を
買
収
し
、
中
味
は

買
い
集
め
た
も
の
の
外
、
一
部
は

新
し
い
も
の
を
古
い
も
の
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し

た
。
ロ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
際
こ
の
町
に
あ
っ
た

ベ
ア
リ
ン
グ
工
場
が
狙
わ
れ
、
ボ

ー
イ
ン
グ
機
の
爆
撃
を
う
け
、
町

の
七
割
が
戦
災
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
．
巨
大
な
ダ
ニ
エ
ル
教
会
が
建
っ

て
お
り
高
さ
九
〇
メ
…
ト
ル
三
七

七
段
の
階
段
が
あ
る
と
い
う
こ
と

バーデンバーデンヘの案内標識

で
す
。

　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
沿
線
に

お
け
る
車
窓
か
ら
の
眺
め
に
対
し

て
ガ
イ
ド
の
説
明
が
あ
っ
た
が
次

の
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

一
、
教
会
を
は
じ
め
古
い
文
化
財

　
を
大
切
に
保
存
す
る
努
力
が
見

　
ら
れ
た
。
古
城
は
ホ
テ
ル
や
レ

　
ス
ト
ラ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
が
多
い
。

一
、
広
大
な
農
地
が
整
然
と
続
い

　
て
お
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

感
じ
た
。
又
農
家
は
広
い
牧
草

　
地
の
中
に
点
在
し
建
物
そ
の
他

　
の
構
え
が
大
変
大
き
い
。

一
、
中
世
に
お
い
て
町
づ
く
り
に

努
力
し
た
こ
と
が
成
果
と
し
て

今
世
紀
も
尚
続
い
て
い
る
。

一
、
耕
地
、
牧
草
地
、
森
を
調
和

　
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

●

スキー教室」置こ
、フア

一
一

鰻

　墓・

笈キノ
権報♂

秘

　
㎜　

町
公
民
館
で
は
、
松
之
山
温
泉

ス
キ
ー
学
校
の
協
力
を
得
て
“
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室
”
を
開
催

し
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
す

る
方
は
早
目
に
公
民
館
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
町
内
在
住
の
初
心
者
・

　
　
　
　
　
初
級
・
中
級
者

▽
受
講
日
程

轡　　　f声

ノ／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣

　
一
月
二
十
一
日
・
二
十
八
日
・

　
二
月
十
一
日
の
三
日
間
（
三
回

　
受
講
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め

　
に
、
予
備
日
と
し
て
二
月
十
七

日
）

▽
場
所
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

▽
時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時

1瓢、　　　ン　』
みんなで楽しみながら上手になろう

▽
会
費
　
三
日
分
（
保
険
料
含
む
〉

・
フ
ァ
ミ
ワ
ー
三
人
以
上

　
　
三
、
五
〇
〇
円

・
大
人
（
家
族
）
二
人

　
　
三
、
○
○
○
円

・
親
子
二
人
　
二
、
五
〇
〇
円

・
子
供
（
幼
・
小
・
中
）
一
人

　
　
一
、
○
○
○
円

◎
会
費
は
当
日
受
付
で
納
め
て
く

　
だ
さ
い
。
　
（
リ
フ
ト
券
は
各
自

　
で
購
入
）

▽
申
込
み

　
一
月
十
八
日
ま
で
に
公
民
館
（
六

　
－
二
二
六
五
番
）
へ
。
定
員
四

　
＋
名
ま
で
。

※
一
回
分
の
受
講
料
で
三
回
も
指

　
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
チ

　
ャ
ン
ス
あ
な
た
も
ど
う
で
す
か
！

君
も
チ
ヤ
レ
ン
”
シ
し
て
み
な
い
か
！

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ス
キ

ー
検
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
キ
ー
人
口
も
年
々
増
え
、
各

地
の
ス
キ
ー
場
は
ど
こ
も
カ
ラ
フ

ル
な
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
を
着
た
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
一
杯
で
す
。

　
し
か
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ス
キ

ー
技
術
を
持
っ
て
滑
っ
て
い
る
人
魅

は
、
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
今
年
こ
そ
講
習
を
受
け
て
、
ス

キ
ー
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ

う
。

卜／ぐッヂテススキ

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
は
、

毎
月
一
回
ス
キ
ー
講
習
会
と
バ
ッ

ヂ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程

〇
一
月
二
十
日
（
土
）
と
二
十
一

　
日
（
日
）
土
曜
日
講
習

〇
二
月
十
七
日
（
土
）
と
十
八
日

　
（
日
）

〇
三
月
三
日
（
土
）
と
四
日
（
日
）

※
詳
し
い
事
は
、
ス
キ
ー
学
校
に

　
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

璽鷲ムレー

●
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松
之
山
の
水

　
筆
者
が
、
広
島
か
ら
上
越
教
育

大
学
へ
就
職
し
て
き
た
と
き
の
初

め
て
の
仕
事
は
松
之
山
町
の
水
質

調
査
で
し
た
。
昭
和
六
三
年
の
夏

に
第
一
回
の
水
質
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
松

之
山
町
入
り
で
心
ば
か
り
緊
張
し

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
有
名
な
四
つ
の
湧

水
（
深
山
の
湧
水
、
大
松
山
湧
水
、

修
行
者
湧
水
、
鰐
口
湧
水
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
編
さ
ん
室
の
方

方
に
案
内
さ
れ
て
大
厳
寺
高
原
を

横
目
に
松
之
山
町
で
も
ひ
と
き
わ

高
い
天
水
山
の
山
麓
に
あ
る
深
山

の
湧
水
へ
向
か
い
ま
し
た
。
道
路

わ
き
に
、
ボ
コ
ボ
コ
と
水
を
吹
き

出
す
清
水
は
八
月
だ
と
ゆ
う
に
も

か
か
わ
ら
ず
水
温
は
六
・
五
℃
と

驚
く
ほ
ど
冷
た
く
美
味
し
い
水
で

し
た
。

　
最
近
の
グ
ル
メ
嗜
好
ブ
ー
ム
に

の
っ
て
、
全
国
各
地
で
一
〇
〇
種

類
以
上
も
の
名
水
と
称
し
た
水
が

発
売
さ
れ
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
物
を

中
心
と
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

の
輸
入
量
は
、
昭
和
六
三
年
で
は

七
月
ま
で
で
昭
和
六
一
年
全
輸
入

量
の
六
倍
弱
に
急
成
長
し
て
い
る

ほ
ど
で
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
が
日
々
欠
か
さ

ず
摂
取
し
て
い
る
”
水
”
に
は
、

“
お
い
し
い
水
”
と
”
健
康
に
よ

い
水
”
と
で
違
い
が
あ
る
こ
と
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
　
（
こ
の
評

価
の
研
究
は
、
大
阪
大
学
工
学
部

の
橋
本
奨
教
授
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
）

お
い
し
い
水

　
水
を
美
味
し
く
し
て
い
る
ミ
ネ

ラ
ル
成
分
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ

リ
ウ
ム
、
ケ
イ
酸
で
あ
り
、
逆
に

水
を
ま
ず
く
し
て
い
る
の
は
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
酸
イ
オ
ン
、
塩

素
イ
オ
ン
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
合
計
量

を
水
の
硬
度
と
い
い
、
こ
れ
ら
の

成
分
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
主
要
部
分
を

占
め
、
硬
度
の
高
い
水
（
硬
水
）

は
硬
く
て
し
つ
こ
い
味
が
し
、
反

対
に
低
す
ぎ
る
と
淡
白
で
こ
く
の

な
い
味
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
よ
り

多
い
水
は
味
が
よ
く
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
が
多
す
ぎ
る
と
苦
み
を
増
す

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
硬
度
の
適

量
は
一
リ
ッ
ト
ル
中
に
一
〇
～
一

〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
、
中

で
も
五
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
前
後
が
多

く
の
人
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
は
、
二
〇
～
八
○
ミ
リ
グ

ラ
ム
程
度
で
あ
り
、
松
之
山
の
湧

水
は
一
二
～
二
八
ミ
リ
グ
ラ
ム
で

あ
り
ま
し
た
。

名水分析値（甲南大学）／化学40巻3号P19（1985年）

　　　　　　　　　　溶存濃度（ppm）
カノレ マグネ ナト

場　所（井戸名） シウム シウム リウム カリウム

西宮（宮水） 51 7．3 25 9．8

御　影 42 5．7 23 6．8

魚　崎 29 3．5 11 2．8

今日庵（梅の井） 22 4．7 24 4．5

須磨寺（霊泉） 28 6．5 27 2．0

石上神宮（牛池） 5．8 1．8 10 0．4

長谷寺（苔の下みず） 15 5．9 14 1．8

岡寺（るり井） 14 3．5 14 2．0

当麻寺（加持水井） 12 4．7 13 4．6

鍮伽神宮（玉の井） 18 6．5 30 14

〃　（飛鳥御井） 3．8 0．8 2．5 0．8

三月堂 7．6 2．1 4．5 2．5

唐招提寺（醍醐井） 11 6．1 13 5．1

健
康
に
よ
い
水

　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
を
丈
夫
に

す
る
ほ
か
種
々
の
薬
理
作
用
が
あ

り
一
般
に
“
健
康
に
よ
い
も
の
”

と
さ
れ
て
い
て
、
逆
に
ナ
ト
リ
ウ

ム
は
、
食
塩
と
し
て
多
く
摂
取
す

る
と
高
血
圧
、
循
環
器
系
疾
患
の

原
因
と
な
る
な
ど
”
健
康
に
よ
く

な
い
も
の
”
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
バ
ラ
ン
ス

は
脳
卒
中
の
死
亡
率
と
深
い
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
対
し
カ
ル
シ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
L
飢
2
。
e

講寺（醍醐井）』1。61：1、1’5

秋篠寺（間伽井）　　　2．9　　LO　　3．5
高山八幡宮（御神水）　16　　　19　　12

平群（椿井）　　　　　15　　　5．0　　13

勢野八幡宮（御浄水）　27　　　9，6　　25

ム
が
少
な
い
地
域
で
は
脳
卒
中
の

死
之
率
は
高
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
で

は
逆
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
代
表
的
な
湧
水
の
水
質
を
表

に
示
し
て
お
き
ま
す
。

　
話
は
元
に
戻
り
ま
す
が
、
松
之

山
町
の
”
冷
た
い
湧
水
”
の
原
因

と
し
て
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
湧
水
は
、
地

上
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
大
地
に
染

み
込
み
地
下
水
脈
と
な
っ
て
長
い

時
間
か
け
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
再
び

地
上
に
湧
き
だ
し
て
き
た
も
の
で

す
。
深
度
の
浅
い
と
こ
ろ
は
、
気

温
の
影
響
を
受
け
る
が
深
く
な
る

と
気
温
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
深
井
戸

は
冬
あ
た
た
か
く
、
夏
冷
た
い
こ

と
や
、
地
中
の
温
度
は
年
間
を
通

し
て
ほ
ぽ
一
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
実
感
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
松
之
山
で
は
、
山
が
雪
に
覆

わ
れ
て
い
る
期
間
が
長
く
そ
の
量

も
非
常
に
多
く
、
雪
解
け
水
が
地

中
深
く
染
み
込
む
た
め
に
真
夏
で
、

も
六
・
五
℃
の
湧
水
と
な
っ
て
再

び
我
々
の
目
に
触
れ
る
の
で
し
ょ

ン
つ
。

　
数
年
前
か
ら
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
環
境
問
題
と
し
て
の
”
酸
性
雨
”

が
新
聞
の
紙
面
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
降
水
（
雨
や
雪
）
は
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
で
飽
和
さ
れ
田

（
水
素
イ
オ
ン
指
数
）
五
・
七
程
度

が
自
然
な
状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
工

業
化
社
会
に
お
い
て
は
石
油
な
ど

の
化
石
燃
料
の
消
費
が
大
き
く
、

硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
の
大

気
中
へ
の
放
出
量
が
激
増
し
て
き
・

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
最
終
的

に
硫
酸
や
硝
酸
な
ど
の
強
酸
と
な

り
再
び
地
上
に
降
っ
て
く
る
。
こ

れ
が
、
田
四
～
五
の
酸
性
雨
の
原

因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
酸
性
雨

は
、
田
が
低
い
た
め
に
植
物
葉
や

土
壌
か
ら
の
物
質
の
溶
脱
を
促
進

し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
有
害
金
属
の
溶
出
を

助
け
て
し
ま
い
ま
す
。
．

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
の
被
害

は
深
刻
で
、
酸
性
化
に
よ
っ
て
魚

や
水
性
昆
虫
が
死
滅
し
て
し
ま
っ

た
湖
沼
が
一
国
内
の
二
〇
％
に
達

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
森
林
の
被

害
も
大
き
く
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

は
全
森
林
面
積
の
五
〇
％
に
も
被

害
が
お
よ
ん
で
い
ま
す
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
平
均
で
二
二
％
）

　
新
潟
で
も
酸
性
雨
が
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
越
教
育
大
学
で
も

大
学
院
生
の
修
士
論
文
の
テ
ー
マ

と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
直
江
津
か
ら
妙
高
・
菅

平
方
面
へ
昭
和
六
三
年
（
山
本
氏
）

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
平
野
部
で
も

田
四
・
五
の
酸
性
雪
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
三
月

（
赤
羽
氏
）
の
調
査
で
は
、
松
之

山
中
原
で
も
田
五
・
一
六
の
酸
性

雪
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
海

沿
岸
で
は
、
大
陸
か
ら
吹
き
出
し

た
寒
波
が
日
本
海
で
水
蒸
気
を
補

給
し
て
豪
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。
上

越
地
方
の
酸
性
雪
は
大
陸
か
ら
の

影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
県
に
よ
る

調
査
で
雪
の
田
は
、
五
九
年
十
二

月
～
六
〇
年
三
月
の
四
ヵ
月
間
の

平
均
で
は
、
新
潟
で
四
・
八
、
六

日
町
で
五
・
三
、
長
岡
で
四
・
五

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
頸
城
・

清
里
村
で
三
・
七
、
東
頸
城
で
、

四
・
○
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
平
成
二
年
に
は
、
松
之
山
町

内
の
雪
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う

予
｛
疋
で
す
。

　
イ
ワ
ナ
は
、
十
三
～
十
五
℃
の

低
水
温
を
好
む
た
め
高
地
の
谷
川

に
生
息
す
る
サ
ケ
科
の
魚
類
で
す
。

松
之
山
町
に
は
、
標
高
が
比
較
的

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ワ
ナ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た

雪
の
多
さ
故
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
よ
く
焼
山
、

妙
高
、
斑
尾
、
松
之
山
さ
ら
に
は

谷
川
連
邦
ま
で
望
め
る
ほ
ど
で
あ

る
。
今
年
も
、
十
二
月
初
頭
か
ら

遠
く
の
山
々
は
白
く
雪
を
頂
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
も
“
お
い

し
い
水
”
“
イ
ワ
ナ
の
命
の
水
”
が

松
之
山
の
大
地
に
た
っ
ぷ
り
含
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
水
文
班
　
今
井
昭
一

　
小
高
い
丘
に
あ
る
上
越
教
育
大
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

今
年
も
雪
を
見
に
熊
本
か
ら

来
ま
し
た
”
雪
ん
子
列
車
89
”

　
　
昨
年
も
来
て
く
れ
た
九
州
熊
本

　
の
子
供
た
ち
が
、
今
年
も
雪
ん
子

　
列
車
に
乗
っ
て
大
勢
来
て
く
れ
ま

　
し
た
。

　
　
十
二
月
二
十
五
日
、
九
州
か
ら

　
お
　
　
　
　
に
　
ニ
　
　
つ
て
　

鐘
謙
講
、

　
初
め
て
見
る
沢
山
の
雪
に
大
喜
び
。

　
　
　
　
雪
遊
び
を
始
め
ま
し
た
。選鑑

民
泊
し
、
翌
日
は
ス
キ
ー
場
で
初

め
て
の
ス
キ
ー
と
ソ
リ
遊
び
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
冷
た
い
の
も
忘
れ
て

ハ
シ
ャ
イ
で
い
ま
し
た
。
松
之
山

で
は
少
な
過
ぎ
る
雪
も
、
熊
本
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
な
量
に
見
え
た

よ
・
つ
で
し
た
。

　
一
行
は
二
十
七
日
、
再
び
熊
本

に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
二
十
六
日
に
は
、
東
京
葛
飾
の

子
供
た
ち
八
O
人
も
松
之
山
に
来

て
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

鵡
重
璽
．

瀬熱、至
スキーも初めての子供がほとんど

まず歩く練習から



1
の
O
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ー

松
之
山
の
水

　
筆
者
が
、
広
島
か
ら
上
越
教
育

大
学
へ
就
職
し
て
き
た
と
き
の
初

め
て
の
仕
事
は
松
之
山
町
の
水
質

調
査
で
し
た
。
昭
和
六
三
年
の
夏

に
第
一
回
の
水
質
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
松

之
山
町
入
り
で
心
ば
か
り
緊
張
し

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
有
名
な
四
つ
の
湧

水
（
深
山
の
湧
水
、
大
松
山
湧
水
、

修
行
者
湧
水
、
鰐
口
湧
水
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
編
さ
ん
室
の
方

方
に
案
内
さ
れ
て
大
厳
寺
高
原
を

横
目
に
松
之
山
町
で
も
ひ
と
き
わ

高
い
天
水
山
の
山
麓
に
あ
る
深
山

の
湧
水
へ
向
か
い
ま
し
た
。
道
路

わ
き
に
、
ボ
コ
ボ
コ
と
水
を
吹
き

出
す
清
水
は
八
月
だ
と
ゆ
う
に
も

か
か
わ
ら
ず
水
温
は
六
・
五
℃
と

驚
く
ほ
ど
冷
た
く
美
味
し
い
水
で

し
た
。

　
最
近
の
グ
ル
メ
嗜
好
ブ
ー
ム
に

の
っ
て
、
全
国
各
地
で
一
〇
〇
種

類
以
上
も
の
名
水
と
称
し
た
水
が

発
売
さ
れ
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
物
を

中
心
と
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

の
輸
入
量
は
、
昭
和
六
三
年
で
は

七
月
ま
で
で
昭
和
六
一
年
全
輸
入

量
の
六
倍
弱
に
急
成
長
し
て
い
る

ほ
ど
で
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
が
日
々
欠
か
さ

ず
摂
取
し
て
い
る
”
水
”
に
は
、

“
お
い
し
い
水
”
と
”
健
康
に
よ

い
水
”
と
で
違
い
が
あ
る
こ
と
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
　
（
こ
の
評

価
の
研
究
は
、
大
阪
大
学
工
学
部

の
橋
本
奨
教
授
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
）

お
い
し
い
水

　
水
を
美
味
し
く
し
て
い
る
ミ
ネ

ラ
ル
成
分
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ

リ
ウ
ム
、
ケ
イ
酸
で
あ
り
、
逆
に

水
を
ま
ず
く
し
て
い
る
の
は
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
酸
イ
オ
ン
、
塩

素
イ
オ
ン
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
合
計
量

を
水
の
硬
度
と
い
い
、
こ
れ
ら
の

成
分
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
主
要
部
分
を

占
め
、
硬
度
の
高
い
水
（
硬
水
）

は
硬
く
て
し
つ
こ
い
味
が
し
、
反

対
に
低
す
ぎ
る
と
淡
白
で
こ
く
の

な
い
味
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
よ
り

多
い
水
は
味
が
よ
く
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
が
多
す
ぎ
る
と
苦
み
を
増
す

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
硬
度
の
適

量
は
一
リ
ッ
ト
ル
中
に
一
〇
～
一

〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
、
中

で
も
五
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
前
後
が
多

く
の
人
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
は
、
二
〇
～
八
○
ミ
リ
グ

ラ
ム
程
度
で
あ
り
、
松
之
山
の
湧

水
は
一
二
～
二
八
ミ
リ
グ
ラ
ム
で

あ
り
ま
し
た
。

名水分析値（甲南大学）／化学40巻3号P19（1985年）

　　　　　　　　　　溶存濃度（ppm）
カノレ マグネ ナト

場　所（井戸名） シウム シウム リウム カリウム

西宮（宮水） 51 7．3 25 9．8

御　影 42 5．7 23 6．8

魚　崎 29 3．5 11 2．8

今日庵（梅の井） 22 4．7 24 4．5

須磨寺（霊泉） 28 6．5 27 2．0

石上神宮（牛池） 5．8 1．8 10 0．4

長谷寺（苔の下みず） 15 5．9 14 1．8

岡寺（るり井） 14 3．5 14 2．0

当麻寺（加持水井） 12 4．7 13 4．6

鍮伽神宮（玉の井） 18 6．5 30 14

〃　（飛鳥御井） 3．8 0．8 2．5 0．8

三月堂 7．6 2．1 4．5 2．5

唐招提寺（醍醐井） 11 6．1 13 5．1

健
康
に
よ
い
水

　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
を
丈
夫
に

す
る
ほ
か
種
々
の
薬
理
作
用
が
あ

り
一
般
に
“
健
康
に
よ
い
も
の
”

と
さ
れ
て
い
て
、
逆
に
ナ
ト
リ
ウ

ム
は
、
食
塩
と
し
て
多
く
摂
取
す

る
と
高
血
圧
、
循
環
器
系
疾
患
の

原
因
と
な
る
な
ど
”
健
康
に
よ
く

な
い
も
の
”
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
バ
ラ
ン
ス

は
脳
卒
中
の
死
亡
率
と
深
い
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
対
し
カ
ル
シ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
L
飢
2
。
e

講寺（醍醐井）』1。61：1、1’5

秋篠寺（間伽井）　　　2．9　　LO　　3．5
高山八幡宮（御神水）　16　　　19　　12

平群（椿井）　　　　　15　　　5．0　　13

勢野八幡宮（御浄水）　27　　　9，6　　25

ム
が
少
な
い
地
域
で
は
脳
卒
中
の

死
之
率
は
高
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
で

は
逆
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
代
表
的
な
湧
水
の
水
質
を
表

に
示
し
て
お
き
ま
す
。

　
話
は
元
に
戻
り
ま
す
が
、
松
之

山
町
の
”
冷
た
い
湧
水
”
の
原
因

と
し
て
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
湧
水
は
、
地

上
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
大
地
に
染

み
込
み
地
下
水
脈
と
な
っ
て
長
い

時
間
か
け
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
再
び

地
上
に
湧
き
だ
し
て
き
た
も
の
で

す
。
深
度
の
浅
い
と
こ
ろ
は
、
気

温
の
影
響
を
受
け
る
が
深
く
な
る

と
気
温
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
深
井
戸

は
冬
あ
た
た
か
く
、
夏
冷
た
い
こ

と
や
、
地
中
の
温
度
は
年
間
を
通

し
て
ほ
ぽ
一
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
実
感
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
松
之
山
で
は
、
山
が
雪
に
覆

わ
れ
て
い
る
期
間
が
長
く
そ
の
量

も
非
常
に
多
く
、
雪
解
け
水
が
地

中
深
く
染
み
込
む
た
め
に
真
夏
で
、

も
六
・
五
℃
の
湧
水
と
な
っ
て
再

び
我
々
の
目
に
触
れ
る
の
で
し
ょ

ン
つ
。

　
数
年
前
か
ら
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
環
境
問
題
と
し
て
の
”
酸
性
雨
”

が
新
聞
の
紙
面
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
降
水
（
雨
や
雪
）
は
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
で
飽
和
さ
れ
田

（
水
素
イ
オ
ン
指
数
）
五
・
七
程
度

が
自
然
な
状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
工

業
化
社
会
に
お
い
て
は
石
油
な
ど

の
化
石
燃
料
の
消
費
が
大
き
く
、

硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
の
大

気
中
へ
の
放
出
量
が
激
増
し
て
き
・

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
最
終
的

に
硫
酸
や
硝
酸
な
ど
の
強
酸
と
な

り
再
び
地
上
に
降
っ
て
く
る
。
こ

れ
が
、
田
四
～
五
の
酸
性
雨
の
原

因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
酸
性
雨

は
、
田
が
低
い
た
め
に
植
物
葉
や

土
壌
か
ら
の
物
質
の
溶
脱
を
促
進

し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
有
害
金
属
の
溶
出
を

助
け
て
し
ま
い
ま
す
。
．

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
の
被
害

は
深
刻
で
、
酸
性
化
に
よ
っ
て
魚

や
水
性
昆
虫
が
死
滅
し
て
し
ま
っ

た
湖
沼
が
一
国
内
の
二
〇
％
に
達

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
森
林
の
被

害
も
大
き
く
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

は
全
森
林
面
積
の
五
〇
％
に
も
被

害
が
お
よ
ん
で
い
ま
す
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
平
均
で
二
二
％
）

　
新
潟
で
も
酸
性
雨
が
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
越
教
育
大
学
で
も

大
学
院
生
の
修
士
論
文
の
テ
ー
マ

と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
直
江
津
か
ら
妙
高
・
菅

平
方
面
へ
昭
和
六
三
年
（
山
本
氏
）

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
平
野
部
で
も

田
四
・
五
の
酸
性
雪
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
三
月

（
赤
羽
氏
）
の
調
査
で
は
、
松
之

山
中
原
で
も
田
五
・
一
六
の
酸
性

雪
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
海

沿
岸
で
は
、
大
陸
か
ら
吹
き
出
し

た
寒
波
が
日
本
海
で
水
蒸
気
を
補

給
し
て
豪
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。
上

越
地
方
の
酸
性
雪
は
大
陸
か
ら
の

影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
県
に
よ
る

調
査
で
雪
の
田
は
、
五
九
年
十
二

月
～
六
〇
年
三
月
の
四
ヵ
月
間
の

平
均
で
は
、
新
潟
で
四
・
八
、
六

日
町
で
五
・
三
、
長
岡
で
四
・
五

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
頸
城
・

清
里
村
で
三
・
七
、
東
頸
城
で
、

四
・
○
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
平
成
二
年
に
は
、
松
之
山
町

内
の
雪
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う

予
｛
疋
で
す
。

　
イ
ワ
ナ
は
、
十
三
～
十
五
℃
の

低
水
温
を
好
む
た
め
高
地
の
谷
川

に
生
息
す
る
サ
ケ
科
の
魚
類
で
す
。

松
之
山
町
に
は
、
標
高
が
比
較
的

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ワ
ナ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た

雪
の
多
さ
故
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
よ
く
焼
山
、

妙
高
、
斑
尾
、
松
之
山
さ
ら
に
は

谷
川
連
邦
ま
で
望
め
る
ほ
ど
で
あ

る
。
今
年
も
、
十
二
月
初
頭
か
ら

遠
く
の
山
々
は
白
く
雪
を
頂
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
も
“
お
い

し
い
水
”
“
イ
ワ
ナ
の
命
の
水
”
が

松
之
山
の
大
地
に
た
っ
ぷ
り
含
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
水
文
班
　
今
井
昭
一

　
小
高
い
丘
に
あ
る
上
越
教
育
大
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

今
年
も
雪
を
見
に
熊
本
か
ら

来
ま
し
た
”
雪
ん
子
列
車
89
”

　
　
昨
年
も
来
て
く
れ
た
九
州
熊
本

　
の
子
供
た
ち
が
、
今
年
も
雪
ん
子

　
列
車
に
乗
っ
て
大
勢
来
て
く
れ
ま

　
し
た
。

　
　
十
二
月
二
十
五
日
、
九
州
か
ら

　
お
　
　
　
　
に
　
ニ
　
　
つ
て
　

鐘
謙
講
、

　
初
め
て
見
る
沢
山
の
雪
に
大
喜
び
。

　
　
　
　
雪
遊
び
を
始
め
ま
し
た
。選鑑

民
泊
し
、
翌
日
は
ス
キ
ー
場
で
初

め
て
の
ス
キ
ー
と
ソ
リ
遊
び
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
冷
た
い
の
も
忘
れ
て

ハ
シ
ャ
イ
で
い
ま
し
た
。
松
之
山

で
は
少
な
過
ぎ
る
雪
も
、
熊
本
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
な
量
に
見
え
た

よ
・
つ
で
し
た
。

　
一
行
は
二
十
七
日
、
再
び
熊
本

に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
二
十
六
日
に
は
、
東
京
葛
飾
の

子
供
た
ち
八
O
人
も
松
之
山
に
来

て
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

鵡
重
璽
．

瀬熱、至
スキーも初めての子供がほとんど

まず歩く練習から
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クロスカントリースキー

　　　　　講習会
　　　　　12月16日（土）

　
町
公
民
館
で
は
、
本
確
的
な
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
に
控
え
た

十
二
月
十
六
日
の
土
曜
日
に
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
講
師
乞
務
め
て
く
れ
た

の
は
、
世
界
選
手
権
に
も
出
場
し

た
事
の
あ
る
後
藤
一
義
さ
ん
（
カ

ザ
マ
ス
キ
ー
）
で
、
午
前
中
は
指

導
者
を
集
め
て
基
本
と
ワ
ッ
ク
ス

ワ
ー
ク
を
。
ま
た
、
午
後
は
グ
ラ

ン
ド
に
出
て
小
・
中
学
生
を
対
象

に
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　キ

論

▲
マ
聴

　
　
　
　
げ

　
　
　
　
し

　
　
　
　
ト

　
　
　
　
、
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

　
　
ぜ

中字生
後藤一義さんの話を熱心に聞

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
、

走
る
ス
キ
ー
と
し
て
年
々
競
技
人

口
が
増
え
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
同

様
に
大
き
な
大
会
が
ど
ん
ど
ん
開

か
れ
て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
も
全

国
大
会
で
優
勝
す
る
選
手
も
生
ま

れ
る
な
ど
、
毎
年
優
秀
な
選
手
が

育
ち
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
が
シ
ー
ズ
ン
本
番
、

こ
の
日
注
意
さ
れ
た
事
を
思
い
出

し
な
が
ら
選
手
の
皆
さ
ん
、
ガ
ン

バ
ッ
て
く
だ
さ
い
。

几
畷

、
、
㌦

グランドを走りながらフォームのチェックを受ける

●

俳
　
句

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

密
柑
食
べ
酸
っ
ぱ
い
顔
を
し
て
み
せ
る

降
る
雪
の
し
づ
か
な
る
こ
え
道
祖
神

　
　
　
　
　
い
た
ら

振
り
向
い
て
馳
の
潜
る
穴
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

子
孫
来
て
我
が
家
明
る
き
年
迎
う

年
玉
を
子
孫
い
ち
日
持
ち
歩
き

賀
状
来
て
子
孫
の
文
字
の
た
ど
た
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
ロ

藁
を
打
つ
老
健
や
か
に
初
仕
事

食
積
を
盛
り
上
げ
て
来
し
山
の
家

寒
冬
敷
居
に
据
え
る
奇
習
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

安
泰
の
世
に
生
ま
れ
た
る
寝
正
月

奥
越
後
御
降
激
し
暮
れ
て
な
ほ

寒
晴
や
明
日
と
言
ふ
日
に
つ
な
ぎ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰

画三つ見

え
ず
暮
る
る
二
日
か
な

シ
ャ
ン
プ
ー
の
泡
に
と
び
つ
く
福
寿
草

と
が
り
た
る
草
の
は
い
来
し
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手

饗
銭
に
立
ち
会
わ
さ
れ
し
二
日
か
な

二
日
ま
だ
娘
の
顔
を
見
て
お
ら
ず

電
話
に
も
衣
着
せ
替
え
て
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手

孫
の
背
に
合
せ
初
暦
か
け
持
ち
ぬ

健
康
と
幸
福
祈
り
初
暦
か
け

嫁
姑
仲
良
く
笑
う
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

鈴
木
　
俊
一

保
坂
　
撫
山

福
原
秋
静
子

村
山
　
聖
水

村
山
　
休
石

村
山
　
三
二

滝
沢
　
流
石

驚

．
馨

　110番をしていただくと、県内どこからでも警察本部の通信

指令室につながります。

　そこから全県下への手配がされますので、事件を早期に解決

する事が出来ます。

熾こんな時は、ためらわずに110番恥
○事件や事故を見たとき　　　　　　　　　　　貧■一　　議勢

○ドロボーの被害にあったとき　　　事’　つ密ぎ臨』みfに蓉
一
｝
○
番

恐
れ
ず
、
慌
て
ず

は
っ
き
り

正
確
に

　
　
ぐ
ん

琢
禁

’
の
に
へ
T

の
イ
ー
と
φ

　
ま
塗

　
つ

春
り
・
、

讐

　
き

　
と

　
た

た
見
害
と

、
を
被
た
人
来

　
　
　
の

　
　
　
｝

な
や
ボ

　
　
　
ロ

こ
事
ド

熾

　
○
　
○

鱒撫彪，馨
○謹謡蝶察に知らせた督

襟雛幣＼
里
．
選

1禦》騨

　　／響

めでた（出生）

ちゃん　加藤義幸さんの長女（上の山）

ちゃん　高波悟さんの二女（松　口）

かちゃん　村山祐一さんの二女（観音寺）

やん　　　中島一男さんの長女（水　梨）

お
簸
嚴
岡
第
窃
椥
棚
相
畔
畔
糊

《鞄み（死亡）

寿雄さん　56歳　　（松　［コ）中　村

栄一さん　80歳　　（小　谷）新　宅

武男さん　91歳　　（松之山）みのや

萬吉さん　74歳　　（湯之島）糀　屋

進さん　71歳　（光　間）上屋敷

月1日から28日届出分までです。

脚

秘沸ノ

q

z

ス
リ
’
（
倉

り
　
　
　
　
　
う

ハ
ス
　
の

ぢ覗磐響
よ競i曙初きん
ツき湖！
葱＿⑦

』
盲
、
叢
・

、
翻

♪ン

S
．

禁

有
段
を
め
ざ
し
て

黒先白死（3手まで）

コウは失敗です。

　　（3分で3級）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

1
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

12

月
号
の
答
え

黒
1
の
ツ
ケ
が
正
解
。
白
2
な
ら
、

黒
3
と
二
子
に
し
て
捨
て
ま
す
。

正解者

村山　　伸さん（湯　本）

久保田光栄さん（天水島）

●



ー
寸
8
ー

これか　　　
、　　　ぢス柔一ン＿ズン々

クロスカントリースキー

　　　　　講習会
　　　　　12月16日（土）

　
町
公
民
館
で
は
、
本
確
的
な
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
に
控
え
た

十
二
月
十
六
日
の
土
曜
日
に
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
講
師
乞
務
め
て
く
れ
た

の
は
、
世
界
選
手
権
に
も
出
場
し

た
事
の
あ
る
後
藤
一
義
さ
ん
（
カ

ザ
マ
ス
キ
ー
）
で
、
午
前
中
は
指

導
者
を
集
め
て
基
本
と
ワ
ッ
ク
ス

ワ
ー
ク
を
。
ま
た
、
午
後
は
グ
ラ

ン
ド
に
出
て
小
・
中
学
生
を
対
象

に
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　キ

論

▲
マ
聴

　
　
　
　
げ

　
　
　
　
し

　
　
　
　
ト

　
　
　
　
、
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
、

　
　
ぜ

中字生
後藤一義さんの話を熱心に聞

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
、

走
る
ス
キ
ー
と
し
て
年
々
競
技
人

口
が
増
え
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
同

様
に
大
き
な
大
会
が
ど
ん
ど
ん
開

か
れ
て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
も
全

国
大
会
で
優
勝
す
る
選
手
も
生
ま

れ
る
な
ど
、
毎
年
優
秀
な
選
手
が

育
ち
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
が
シ
ー
ズ
ン
本
番
、

こ
の
日
注
意
さ
れ
た
事
を
思
い
出

し
な
が
ら
選
手
の
皆
さ
ん
、
ガ
ン

バ
ッ
て
く
だ
さ
い
。

几
畷

、
、
㌦

グランドを走りながらフォームのチェックを受ける

●

俳
　
句

　
俳
句
ば
か
り
で
な
く
短
歌
・
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

密
柑
食
べ
酸
っ
ぱ
い
顔
を
し
て
み
せ
る

降
る
雪
の
し
づ
か
な
る
こ
え
道
祖
神

　
　
　
　
　
い
た
ら

振
り
向
い
て
馳
の
潜
る
穴
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

子
孫
来
て
我
が
家
明
る
き
年
迎
う

年
玉
を
子
孫
い
ち
日
持
ち
歩
き

賀
状
来
て
子
孫
の
文
字
の
た
ど
た
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
ロ

藁
を
打
つ
老
健
や
か
に
初
仕
事

食
積
を
盛
り
上
げ
て
来
し
山
の
家

寒
冬
敷
居
に
据
え
る
奇
習
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

安
泰
の
世
に
生
ま
れ
た
る
寝
正
月

奥
越
後
御
降
激
し
暮
れ
て
な
ほ

寒
晴
や
明
日
と
言
ふ
日
に
つ
な
ぎ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰

画三つ見

え
ず
暮
る
る
二
日
か
な

シ
ャ
ン
プ
ー
の
泡
に
と
び
つ
く
福
寿
草

と
が
り
た
る
草
の
は
い
来
し
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手

饗
銭
に
立
ち
会
わ
さ
れ
し
二
日
か
な

二
日
ま
だ
娘
の
顔
を
見
て
お
ら
ず

電
話
に
も
衣
着
せ
替
え
て
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手

孫
の
背
に
合
せ
初
暦
か
け
持
ち
ぬ

健
康
と
幸
福
祈
り
初
暦
か
け

嫁
姑
仲
良
く
笑
う
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

鈴
木
　
俊
一

保
坂
　
撫
山

福
原
秋
静
子

村
山
　
聖
水

村
山
　
休
石

村
山
　
三
二

滝
沢
　
流
石

驚

．
馨

　110番をしていただくと、県内どこからでも警察本部の通信

指令室につながります。

　そこから全県下への手配がされますので、事件を早期に解決

する事が出来ます。

熾こんな時は、ためらわずに110番恥
○事件や事故を見たとき　　　　　　　　　　　貧■一　　議勢

○ドロボーの被害にあったとき　　　事’　つ密ぎ臨』みfに蓉
一
｝
○
番

恐
れ
ず
、
慌
て
ず

は
っ
き
り

正
確
に

　
　
ぐ
ん

琢
禁

’
の
に
へ
T

の
イ
ー
と
φ

　
ま
塗

　
つ

春
り
・
、

讐

　
き

　
と

　
た

た
見
害
と

、
を
被
た
人
来

　
　
　
の

　
　
　
｝

な
や
ボ

　
　
　
ロ

こ
事
ド

熾

　
○
　
○

鱒撫彪，馨
○謹謡蝶察に知らせた督

襟雛幣＼
里
．
選

1禦》騨

　　／響

めでた（出生）

ちゃん　加藤義幸さんの長女（上の山）

ちゃん　高波悟さんの二女（松　口）

かちゃん　村山祐一さんの二女（観音寺）

やん　　　中島一男さんの長女（水　梨）

お
簸
嚴
岡
第
窃
椥
棚
相
畔
畔
糊

《鞄み（死亡）

寿雄さん　56歳　　（松　［コ）中　村

栄一さん　80歳　　（小　谷）新　宅

武男さん　91歳　　（松之山）みのや

萬吉さん　74歳　　（湯之島）糀　屋

進さん　71歳　（光　間）上屋敷

月1日から28日届出分までです。

脚

秘沸ノ

q

z

ス
リ
’
（
倉

り
　
　
　
　
　
う

ハ
ス
　
の

ぢ覗磐響
よ競i曙初きん
ツき湖！
葱＿⑦

』
盲
、
叢
・

、
翻

♪ン

S
．

禁

有
段
を
め
ざ
し
て

黒先白死（3手まで）

コウは失敗です。

　　（3分で3級）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

1
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

12

月
号
の
答
え

黒
1
の
ツ
ケ
が
正
解
。
白
2
な
ら
、

黒
3
と
二
子
に
し
て
捨
て
ま
す
。

正解者

村山　　伸さん（湯　本）

久保田光栄さん（天水島）

●
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の
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1

　　　　　ヤおめでとフ解・

o

さとうあいこさん

アンノ｛ンマン

私が海で泳いでいるところ

さとうよういちくん

　　ぬえぎ　ゑ　ヰぎロミザ　ノヘ　　　　ロヒ　　

まくとゆうやとクリスマスツリーを見ている所

ふくはらあつしくん

訪けましく

▼
1
2
月
の
で
き
ご
と

2
日75日日

161410
日日日

農
業
共
済
事
業
合
併
覚
書

調
印
式
（
牧
村
）

民
生
委
員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会ス
キ
i
場
安
全
祈
願
祭

ス
キ
i
場
オ
ー
プ
ン

議
会
運
営
委
員
会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
講
習
会

松里保育所年中組から新年のこあいさつ

21

日
　
12
月
定
例
議
会
（
2
2
日
ま

　
　
　
で
）

25
日
　
農
業
委
員
会
総
会

26

日
　
ふ
る
さ
と
創
生
審
議
会

▼
－
月
の
予
定

11104
日日日

15
日

出
稼
ぎ
再
赴
任
バ
ス
運
行

共
済
嘱
託
員
会
議

上
越
地
区
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
（
ア
ル
ペ
ン
）
1
2
日

ま
で

小
正
月
行
事
　
婿
投
げ
・

ス
ミ
ぬ
り
（
湯
本
）

金
子
県
知
事
夫
妻
来
町

　
編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
前
に
は
屋
根
に
上
が
る
事
も

い
ら
ず
大
変
喜
ん
で
い
た
所
、
午

年
に
な
っ
た
と
た
ん
に
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
り
、
ス
キ
ー
場
は
ホ
ッ

と
｝
息
つ
い
た
よ
う
で
す
が
「
ま

た
大
雪
か
！
し
と
不
安
に
思
わ
れ

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
営
ス
キ
ー
場
は
雪
に
も
恵
ま

れ
、
連
日
大
変
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ

ー
が
訪
れ
、
去
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍
ぼ
う

　
今
年
一
年
、
町
は
ど
ん
な
変
貌

を
遂
げ
る
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん

と
と
も
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
紙
面
の
都
合
で
何
で
も
質
問

コ
ー
ナ
ー
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
三
四
（
▲
五
）

　
　
男
／
一
、
九
二
二
（
▲
八
）

　
　
女
／
二
、
〇
一
二
（
　
三
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
九
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
二
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
一
月
号

　
平
成
二
年
一
月
十
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
六
ー
三
一
一
二
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

『

1ggo2月号（Nα168）

，
ゴ
ノ　　　　膨・ぐ

酸奇
雛

、
図

￥

一
　　　　蓼

喫鎧解ぬり祭、

　　　　　騨磯瓢鳩
　　　　　　　　　　　　粗う購・江髪さん


